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石井 正己

＝）はじめに

本校でほ，毎年，5月下旬，高3を除いて，一斉に校外指導を行っている。中3は，東北地方

（岩手県中心）において3泊4日で行うことになっている。そのコースほ，予算の範囲内で，学

年によって選択してゆくことができるが，たまたま，今年度（1992年度）の44期生ほ，岩手県遠

野市に2泊することになった。中3の校外指導は，1988～91年度の4年間，その範囲を山形県に

限定していたので，遠野市を訪れるのは，1986年度の38期，1987年度の39期以来のことになる。

この学年の国語科の授業週2時間を担当することになった私は，校外指導の前後，実験的に，

柳田国男の『遠野物語』の学習指導を行ってみた。本稿ほ，その授業の経過と生徒たちのフィー

ルドワーク，そして3回にわたって実施したアンケート調査の報告である。これまでにも，中3

の校外指導にあわせて，松尾芭蕉の『奥の細道』（平泉，立石寺，出羽三山）などの作品や，宮

沢賢治。石川啄木。斎藤茂吉などの作家の作品を扱うことほあったが，『遠野物語』を大きく取

り扱うことは初めてであった。

現在，『遠野物語』を採択する教科書は，中学校にはなく，高等学校の三省堂『高等学校 国

語Ⅱ 三訂版』（「十五 伝承のいぶき」の「遠野の伝承〔遠野物語〕 桝田国男」）と東京書籍

『高等学校 新編現代文 新訂版』（「十二 記録」の「遠野物語 柳田国男」）のみである。そ

うした設定から考えると，中3の授業で『遠野物語』を読むというのほ，早すぎるのでほないか

という印象を免れない。しかし，もし，中3では難しすぎるという結果が出れは，校外指導の拠

点の一つを，『遠野物語』の世界を知ることを主眼にした遠野市に置くことそれ自体が問われな

ければならなくなる。以下は，少々の不安を抱きながら，失敗することを覚悟の上で実施するこ

とにした実験的授業の報告である。

（2）授業の経過

A）事前…柳田国男『遠野物語』（角川文庫，1992年，350門）を一括購入して，4月中旬に配

付した。角川文庫は流布本とも言えるはどよく読まれている本であるので，これを

採択した。本文としては，新潮文庫のほうが良い面をもつが，品切れのた捌こ使え
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なかった。なお，岩波文庫，ちくま文庫，集英社文庫などにも，『遠野物語』が収

められているが，これらほ「遠野物語拾遺」を載せていないので，採択の対象から

外した。

B）授業…5月11日～6月22日の10時間をあてた。なお，校外指導ほその途中，5月20～23日

に実施されたので，第3暗までが校外指導前の学習指導，第4時からが校外指導後

の学習指導になる。

第1時一遠野郷の起源と宮という家の伝承～

A「『遠野物語』を読む（10時間計画）」という資料（本稿末尾資料①参照）を配付し，

テキスト，予定，評価，参考資料を示した。

B「『遠野物語』アンケート（1）」（第3節参照）を実施した。これほ，遠野という

場所についての意識，『遠野物語』の読書についての状況，『遠野物語』に出てくる

主要語彙20語についての知識，昔話（民話）についての興味，昔話（民話）の享受

の仕方や場所についての状況，昔話（民話）などについての知識を尋ねたものであ

る。

C『遠野物語』の物語1と拾遺138～141を読む。物語1ほ遠野という場所の説明に続

いて，「遠野郷の地大昔ほすべて一円の湖水なりしに，その水猿ケ石川となりて人

界に流れ出でしより，自然にかくのごとき邑落をなせしなり」とあって，遠野郷と

いう土地の誕生を語る起源謬になっている。この「大昔」ほ，ここと物語2にだけ

見られる，『遠野物語』の発端の時間を設定する言葉になっている。この言葉ほ，

人間が居住する前の神々の時間であることを示す。そして，拾遺138ほ，宮という

家の元祖がその湖水に鮭に乗って入ってきたことを書きとめている。続いて拾遺139

ほ，宮という家の危難を鮭の皮が知らせたので，以後鮭の皮を食わなかったことを

書いている。鮭を食わない家の由来渾である。拾遺140ほ，こうあん様という医者

（嘗という家の一族だという伝承がある）の娘が神隠しに遭ったが，数年後勝手の

流し前から鮭が跳ね込んだので，それを娘の化身と考えて以後鮭を食わないことに

したと書いている。これも鮭を食わない家の由来簿である。拾遺141は，宮という

家の開けぬ箱を開いて見ると，市松紋様のようなかたのある布片が一枚入っていた

だけだったとある。この布片ほ，拾遺139とあわせて読むとき，鮭の皮だったので

はないかと推定される。そして，拾遺139と141は，この宮という家の元祖以来の，

鮭にまつわる信仰が衰えていることを感じさせる伝承になっている。

（参考文献 三浦佑之『村落伝承論－「遠野物語」から－』（五柳書院，1987年））

第2時一遠野三山の伝承，ザシキワラシの立てる音－

A物語2にほ，遠野の川と山を説明し，女神が三人の娘を連れて，今の伊豆権現の社

がある場所に宿った夜，母の神が「今夜よき夢を見たらん娘によき山を与ふべし」
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と言って寝たところ，姉の姫の胸の上に降った霊華を末の娘が取って自分の胸の上

に載せたので，最も莫しい早地峰山を得，姉達は六角牛山と石神山を得た，とする

遠野三山の神々の起源薄を書いている。文庫本の末尾にある「遠野郷本書関係略図」

と『遠野市立博物館ガイド』（遠野市立博物館）の「『遠野物語』の舞台」で，その

三山と伊豆権現の位置などを確認した。また，末の姫の「取る」（盗む）という行

為が一種の知恵の働きであることをおさえ，末子成功熟こ属することを考察した。

そして，末尾ほ「若き三人の女神各三つの山に任し，今もこれを領したまふゆゑに，

遠野の女どもはその妬みを恐れて今もこの山には遊ばずといへり」とあって，遠野

の女性が三山に登らないことの由来簿になっている。この民俗と対応する伝承とし

て，拾遺12に，女人禁制の山である石神山に，一人の巫女が牛に乗って登ったとこ

ろ，大雨凰が起こって吹き飛ばされて石になったことを書いている。「姥石」「牛石」

の由来謬である。物語2と拾遺12とは補完関係にあって，遠野三山を女人禁制の山

とする信仰を支える働きをしていることになる。
おくら

B物語17◎18．拾遺87～91には，「御蔵ボッコ」「座敷ワラシ」と呼ばれる妖怪の物語

がある。まず「御蔵」「座敷」という場所のもつ意味を確かめた。このザシキワラ

シの起源を考えるために，佐々木喜善の『遠野のザシキワラシとオシラサマ』（宝

文館，1977年）の河童起源説を読んだ。物語17から，旧家に住むこと，童児である

こと，この神（妖怪）のいる家ほ富貴自在であることなどを確認した。そして，ザ

シキワラシが「しきりに鼻を鳴らす音」を立てる理由を，昔話「簸たれ小僧様」

（熊本県）（柳田国男『日本の昔話』（角川文庫，1973年））と関わらせて考察してみ

た。つまり，竜神様からもらった鼻たれ小僧様は奥をかむ音を立てて，爺の望む宝

物を次々と出してみせるが，ザシキワラシの「鼻を鳴らす音」もまた，家の富貴自

在を保証する音だったのではないかというのである。しかし，物語17の「紙のがさ

がさといふ音」，拾遺90の「糸車をまわす音」については，音の意味を考察するこ

とができなかった。

第3時一昔話「食わず女房」のテ叩プを聞く】

A遠野では，三つの宿舎それぞれに昔話の語り手に釆ていただいて昔話などを聞く予

定があるので，その練習のために昔話のテープを聞いた。遠野の昔話集としてほ，

佐々木徳夫『遠野の昔話』（桜楓社，1985年）があり，録音テープも付いているの

で，これを利用した。録音のある昔話の中から，阿部サダさんの「食わず女房」を

取り上げて，2回聞いた。まず第1回は，テープだけを聞いた。どの程度理解でき

ているかを知るために，B◎C組の2組で挙手させてみたところ，よくわかる‥・0

％，だいたいわかる…2％，少しわかる…22％，まったくわからない…86％であっ

た。その後，同じ阿部サダさんの「食わず女房」を翻字した資料（本稿末尾資料②
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参照）を配付し，第2回ほ，その資料を見ながらテープを聞いた。第1回と同じよ

うにB。C組の2組で挙手させてみたところ，よくわかる‥・25タg，だいたいわかる…

67％，少しわかる…7％′，まったくわからない…0％，無‥・1％であった。そして，

資料を読み，、その内容を理解させた。ちなみに，「『遠野物語』アンケート（1）」

（第3節参照）では，この「食わず女房」を知っている生徒ほ，23％であった。

B校外指導の直前の授業だったので，『遠野市立博物館ガイド』（遠野市立博物館）の

「『遠野物語』の舞台」を見ながら，物語58の河童駒引渾，物語69のオシラサマの

起源簿，物語88の魂の来訪澤を読み合った。

第4時－『遠野物語』の言葉¶

A校外指導後，最初の授業なので，「『遠野物語』アンケート（2）」（第4節参照）

を実施した。これは，遠野で見学した場所についての感想，遠野で接した場所や行

事，講演などの中から最も印象にのこったことを尋ねたものである。

B『遠野物語』の中で，厳密な意味で昔話やそれに関する事柄を書いたと見ることが

できるのほ，物語115～118にすぎない。そうした点からすれば，『遠野物語』は，

すべてを昔話集と見ることはできない。だから，今回遠野の語り手三人から聞いた

昔話は，『遠野物語』の内容と直結するものではないことを確認する。その上で，

正部家ミヤさん。白幡ミヨシさん。阿部ヤエさんの昔話をどの程度理解できたかを，

各組で挙手させてみたところ，よくわかった…50％，だいたいわかった‥・30％，少

しわかった…17％，まったくわからない…3％であった。

Cおそらく佐々木善書の語りも，そうした方言あるいは方言を交えたものであったに

ちがいないのに，『遠野物語』の言葉が方言をほとんど消し去っていることを確認

する。「遠野物語」は明治43年に，善書の語りを聞いて柳田国男が書いたもので，

これは文語文であり，「遠野物語拾遺」ほ昭和10年に，善書の書いたものを柳田と

鈴木某三（後に多くの辞典を執筆した人）が書き直して増補したもので，これは口

語文である。文語文と口語文という違いほあるが，どちらも方言でほなく，共通語

であるという点では一致することを考察した。この時期ほ，まず技術面から考えて

も，佐々木徳夫『遠野の昔話』（桜楓社，1985年）が録音テープを使って記録した

のと違って，語ることをそのまま書き残すことが困難であった。しかし，共通語で

善かれているために，『遠野物語』ほ今日まで広く読まれることにもなった。

第5時一山口孫左衛門家の盛衰－

A物語18～21ほ，山口孫左衛門家の盛衰を語る一連の物語である。この家は地名山口

を姓とする「この村草分の長老」であることを確認する。物語18は，ザシキワラシ

が家を出ることが没落の前兆になっていることを書いている。だが，この家が没落

するには，あるいほザシキワラシが家を出るにほ，それだけの原因があったのでほ
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ないかと考えていった。物語19は，この一家が葦の毒にあたって，七歳の女の児を

残して死んでしまったこと記し，物語20ほ，その前兆として，たくさんの蛇を殺し

て，蛇壕に祭ったことを記している。この二つの物語ほどちらも，主人である最後

の代の孫左衛門が止めたにも関わらず，男（下男）がそれを聞かないことが語られ

ている。つまり，この長老の家は，男（下男）を主人が統制できない，内部崩壊を

起こした家になってしまっているのである。そして，物語21ほ，主人である最後の

代の孫左衛門が狐を使って家を豊かにしようとしたことを書いている。こうして見

てくると，この孫左衛門は呪術を使ってさらに豊かになろうとしたが，召し使う男

（下男）を管理して労働によって豊かになろうとしなかったのだ，ということにな

る。そして，物語18～21という構成は，山口孫左衛門家がなぜ没落したのかという

原因を掘り下げてゆくような展開になっていることがわかった。

B物語18のザシキワラシに関連させて，三浦哲郎の小説『ユタとふしぎな仲間たち』

（新潮文庫，1984年）を読み，間引き起源説によっていることを確かめる。

第6時一興頸婿姻謬を考える－

A広く異頬婿姻謬について考える。昔話の中には，人間と異類との婿姻を語るものが

数多く見られることを確認する。そうした輿額婿姻渾は，大きく人間が男性である

場合と女性である場合とに分けられる。前者ほ，「鶴女房」「狐女房」などという

「……女房」型の昔話になり，後者は，「猿の婿入」「蛇の婿入」などという「‥‥‥

婿入」型の昔話になる。具体的には，「鶴女房」と「猿の楷入」の例を挙げて説明

した。こうした昔話ほ，多く人間と異窺が別れるという離別型になる。しかし，三

輪山神話のように，神話や伝説の中には，人間と異類との間に子供が誕生するとい

う英雄塑も見られる。そして，前者ほ異額排除，後者は異額歓待につながるもので

あり，古くからこうした二面性を持っていたらしいことを説明した。

（参考文献 小松和彦『説話の宇宙』（人文書院，1987年））

Bすでに見た物語69は，オシラサマの起源謬であり，馬と娘の婿姻を語っている。こ

の場合は架空の物語であるが，物語55ほ，河童の子を産んだという，事実としての

異額婿姻欝になっている。この場合，「水掻き」が河童の子である動かぬ証拠にな

っている。これを，遺伝的な形質として見る考えもあるが，「村の何某といふ男」

との関係を隠蔽する物語としても読むことができる。また，物語56では，「河童ら

しき物の子」とややばやかした言い方になっているが，この異類の子の扱い方には

二つあることがわかる。一つは「道ちがへ」に捨てることであり，もう一つは「見

せ物」として売ることである。前者は，古くからの民俗的な処置であり，後者は新

しい都会的な処置であると思われる。

第7時一初稿本と比較して読む－
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『遠野物語』には，明治43年の初版に先立って初稿本があったことが知られている。

現在，遠野市が所蔵する初稿本三部作（毛筆原稿本。ペン書き清書本。初校校正本）

の中から，最も古い毛筆原稿本の物語55の本文を取り上げ，初版の物語55の本文と

比較した（本稿末尾資料③参照）。それに角川文庫本をあわせてみると，物語の末

尾に，大きな違いがあることが確かめられた。つまり，毛筆原稿本「白岩市兵衛と

いふ士族」，初版本「00000と云ふ士族」，角川文庫本「何の某といふ士族」で

あった。これほ，最初は実名であったのに，出版に際して伏字にし，さらにその名

前を想像させないように変えている。最終的な段階の「何の某」ほ，物語55の「何

某」とほとんど差異がない。こうして見ると，河童の子を産んだ家の名は隠されな

ければならないものとして，柳田がこだわり続けた箇所だったということになる。

（参考文献 小田富英「初稿本『遠野物語』の問題」（『国文学』，1982年1月），

石井正己「『遠野物語』の文献学的研究」（『口承文芸研究』，1993年3月））

第8時－『遠野物語』の序文－

『遠野物語』初版の序文は，「この話ほすべて遠野の人佐々木鏡石君より聞きたり。

昨明治四十二年の二月頃より始めて夜分をりをり尋ね来たり，この話をせられしを

筆記せしなり。鏡石君ほ話上手にほあらざれども誠実なる人なり。自分もまた一字

一句をも加減せず感じたるままを書きたり」と，佐々木喜善からの聞き書きの経緯

を記したところから始まる。その書き方として「感じたるまま」を書いたとするの

ほ，「語りたるまま」「聞きたるまま」に比べて，書き手である柳田の主観性が強く

入り込むことを考察した。この「感じたるまま」ほ，先の共通語である文語体の採

用や物語の持つ文学的な性格とも関わっている。そして，序文の終わりで，この物

語が「今ほ音の話」「妄誕」でほなく，「目前の出来事」「現在の事実」であると位

置付けている。こうした「目前の出来事」「現在の事実」という性格を保証してい

るのが，冒頭の語り手善書と書き手柳田を「誠実」であるとする人物造型であるこ

とがわかってくる。

（参考文献 石井正己「『遠野物語』の文献学的研究」（『口承文芸研究』，1993年

3月））

第9時－『遠野物語』の助動詞一

何を書いているかという内容の問題ではなく，どのように書いているかという表現

の問題を考えてゆこうとするとき，書き手の姿勢がはっきり出る言葉に助動詞があ

る。文語体で書かれた「遠野物語」の中から，物語3の山人謬を取り上シザて考えて

みた0この物語にほ，「山々の奥にほ山人住め旦」「今も七十余にて生存せ旦」や

「長き髪を硫りてゐ左旦」「解き主旦黒髪ほ」のような存続の助動詞「り」「たり」

と，「この翁若かりし頃猟を上て山奥に入り上に」「そのたけよりも長かり皇」のよ
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うな過去の助動詞「き」が多く見られる。「遠野物語」全体をとおしても，過去の

助動詞のうち，「き」ほ多く見られるが，物語文学や説話文学に多く見られる「け

り」ははとんど見られない。この物語がそうした文学と一線を画することを示す重

要な指標になっている。たまたまこの物語3にほ，「睡眠を催しければ」と，数少

ない助動詞「けり」の用例が見られるけれども。そして，存続の助動詞「り」「た

り」は「…‥・ている」という意味を表し，過去の助動詞「き」は「確かに‥‥I・た」

という意味を表すので，こうした助動詞が序文にいう「目前の出来事」「現在の事

実」という性格を保証する文体を作り上げていることがわかる。さらに言えば，柳

田が山人の実在を確信していたために，こうした助動詞を使ったと考えることもで

きる。そして，柳田ほ自分で作り上げた文体に呪縛されてゆくことにもなった。

（参考文献 石井正己「『遠野物語』の表現を読む」（『日本文学』，1991年8月），

石井正己「柳田国男の仕事」（『高校通信東書国語』，1992年10月））

第10時仙井上ひさし『新釈遠野物語』の世界一

A『遠野物語』をハロディー化した作品に，井上ひさしの『新釈遠野物語』（新潮文

庫，1980年）がある。この中にほ，9つの物語が入っているが，その中から冒頭に

ある「鍋の中」を取り上げた。この物語は，『遠野物語』の序文をはじめ，物語6，

7，拾遺110の山男渾や物語10などを引用しながら，「艶っぽい笑い話」に仕立て直

されている。聞き手である「ぼく」ほ，語り手である犬伏太書老人に「夢」の話を

されて「まんまと騙され」てしまうのであるから，作品の中に語りの場を設定して，

その中で語られた話ほ『遠野物語』にいう「目前の出来事」「現在の事実」とは対

照的である。プリントを配付し，それを見ながら，すまけいの朗読（井上ひさし

『新釈遠野物語』（新潮カセットブック，1987年））をテープで聞いた。生徒達は

「僕」と同じ立場に立って聞き，やぼり「まんまと騙され」たようだった。

（参考文献 扇那召彦「解説」（『新釈遠野物語』，新潮文庫，1980年））

B戸田閑男『英訳遠野物語』（私家版，1983年）の中から，物語3の資料（本稿末尾

資料④参照）を配付し，簡単に説明した。

C授業を終了するにあたって，「『遠野物語』アンケート（3）」（第5節参照）を実

施した。これほ，『遠野物語』の授業で学習したこと21項目についての感想，『遠野

物語』の授業や遠野の校外指導を経験してみて感じたことや考えたことを尋ねたも

のである。

C）事後…①「『遠野物語』を読む」というテーマでレポートを書かせる（本稿末尾資料①参

照）。

②学期末試験に出題する（本稿末尾資料⑤参照）。
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（8）『遠野物語』アンケート（－）

授業を始めるにあたって，1992年5月11日，121名の生徒を対象に実施したアンケれトとその

結果は，次のとおりであった。1）～3）は遠野および『遠野物語』に関することであり，4）

～7）は昔話（民話）などに関することである。

1）「遠野」という場所について，あてほまるものにすべて「O」を付けなさい。

ア どこか知らない。

イ どこか知っている。

り 行ったことがある。

エ 通ったことがある。

オ 行ったことほない。

イ

ウ

オ

無

27名（22．3％）

88名（72．7％）

1名（0．8％）

3名（2．4％）

92名（76．0％）

2名（1．7％）

2）『遠野物語』について，あてはまるものに「O」を付けなさい。

ア 読んだことほない。

イ 少し読んだ。

り 半分近く読んだ。

エ

はぼ全部読んだ。

イ

ウ

4虻
ノlヽヽ

63名（52．1％）

44名（36．4％）

6名（4．9％）

5名（4．1％）

3名（2，5％）
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3）次の①～⑳の言葉について，

①オクナイサマ（）

ア～りのゃからあてほまるものを選び，記号で答えなさい。

②オシラサマ （）

③ザシキワラシ（）

⑤カクラサマ （）

⑦河童 （）

⑨神隠し （）

⑪山の神 （）

⑬山男 （）

⑮山伏 （）

⑰長老 （）

⑲小正月 （）

ア 内容を知っている。

イ 言葉だけほ知っている。

り まったく知らない。

④ゴソゲサマ （）

⑥天狗 （）

⑧猿の経立 （）

⑲マヨヒガ （）

⑫田の神 （）

⑭山姥 （）

⑮イタコ （）

⑬盆 （）

⑳獅子踊り （）

ア イ ウ 無

①・ 0名（0．0％） 12名（9．9％） 109名（90．1％） 0名（0．0％）

② 9名（7．4％） 23名（19．0％） 89名（73．6％） 0名（0．0％）

③ 74名（61．1％） 37名（30．6％） 10名（8．3％） 0名（0．0％）

④ 2名（1．7％） 24名（19．8％） 94名（77．7％） 1名（0．8％）

⑤ 0名（0．0％） 7名（5．8タg） 114名（94．2％） 0名（0．0％）

⑥ 76名（62．8％） 42名（34．7％） 3名（2．5％） 0名（0．0％）

⑦ 83名（68．6％） 36名（29．7％） 2名（1．7％） 0名（0．0％）

⑧ 2名（1．7％） 18名（14．9％） 100名（82．6％） 1名（0．8％）

⑨ 72名（59，5％） 43名（35．5％） 6名（5．0％） 0名（0．0％）

⑲ 0名（0．0％） 14名（11．6％） 106名（87．6％） 1名（0．8％）

⑪ 12名（9．9％） 60名（49．6％） 49名（40．5％） 0名（0．0％）

⑫ 3名（2．5％） 29名（24．0％） 89名（73．5％） 0名（0．0％）

⑬ 29名（23．9％） 67名（55．4％） 25名（20．7％） 0名（0．0％）

⑭ 43名（35．6タg） 39名（32．2％） 39名（32．2％） 0名（0．0％）

⑬ 42名（34．7％） 52名（43．0％） 27名（22．3％） 0名（0．0％）

⑯ 26名（21．5％） 44名（36．4タ‘） 51名（42．1％） 0名（0．0％）

⑰ 57名（47．1％） 48名（39．7％） 16名（13．2％） 0名（0．0タ‘）

⑬ 54名（44．7％） 51名（42．1％） 16名（13．2％） 0名（0．0％）

⑲ 31名（25．6％） 55名（45．5％） 35名（28．9％） 0名（0．0％）

⑳ 36名（29．8％） 69名（57．0％） 16名（13．2％） 0名（0．0％）
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4）昔話（民話）に興味がありますか。あてほまるものに「O」を付けなさい。

ア 小さいときも今もあまりない。

イ 小さいときほあったが，今ほない。

ウ 小さいときほなかったが，

エ 小さいときも今もある。

オ なんともいえない。

イ

ウ

ニオ

無

28名（23．1％）

40名（33．1％）

7名（5．8％）

23名（19．0％）

23名（19．0％）

0名（0．0％）

今ほある。

5）昔話（民話）を何で知りましたか。度）てはまるものにすべて「O」を付けなさい。

ア 大人から聞いた。

イ テレビで見た。

り 紙芝居で見た。

エ 絵本で読んだ。

オ その他（ ）

イ

ウ

オ

無

63名（52．1％）

92名（76．0％）

41名（33．9％）

108名（89．3％）

8名（6．6％）

0名（0．0％）

オの内容

。友達から聞いた…1名

◎カセットテープ…2名

。教科書‥・…‥‥‥…1名

。本‥・‥…‥…‥……4名

6）昔話（民話）をどこで知りましたか。あてほまるものにすべて「O」を付けなさい。

ア 家庭で。

イ 幼稚園◎保育園で。

り 小学校句中学校で。
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図書館。児童館で。

その他（

イ

ウ

オ

無

106名（87．6％）

73名（60．3％）

51名（42．1％）

39名（32．2％）

2名（1．7％）

1名（0．8％）

7）次の①～⑳の話について，

オの内容

。テレビ‥‥‥‥‥‥…2名

ア～りの中からあてはまるものを選び，記号で答えなさい。

①桃太郎 （）

（卦舌切り雀 （）

（9かちかち山 （）

⑦時鳥と兄弟 （ ）

（勤猿の婿入 （）

⑪梯織淵 （ ）

⑬蜘妹淵 （）

⑮三年寝太郎 （）

⑰くらげ骨無し（）

⑲沼神の手紙 （）

ア 内容を知っている。

イ 題名だけは知っている。

り まったく知らない。

②猿蟹合戦 （）

④花咲爺 （）

⑥話千両 （）

⑧塩吹白 （ ）

⑲食わず女房

⑫河童駒引

（ ）

（ ）

⑭驚の子育て （）

⑬鮭の大助 （ ）

⑬大工と鬼六 （ ）

⑳庇っこき嫁 （）

ア イ ウ 無

（丑 121名（100．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0タ‘） 0名（0．0％）

② 119名（98．3％） 2名（1．7％） 0名（0．0％） 0名（0．0％）

（診 113名（93．4％） 8名（6．6％） 0名（0．0％′） 0名（0．0％）

④ 121名（100．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％）

⑤ 114名（94．2タ‘） て名（5．8％） 0名（0．0％） 0名（0．0％）
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⑥

⑦

⑧

⑨

⑲

⑪

⑫

⑬

⑭

⑬

⑯

⑰

⑬

⑲

⑳

2名（1．7％）

2名（1．7％）

36名（29．8％）

10名（8．3％）

28名（23．1％）

1名（0．8％）

11名（9．1％）

16名（13．2％）

4名（3．3％）

64名（52．9％）

0名（0．0％）

20名（16．5％）

39名（32．2％）

∂名（6．6％）

67名（55．4％）

12名（9．9％）

7名（5．8％）

11名（9．1％）

24名（19．8％）

19名（15．7タg）

7名（5．8％）

11名（9．1％）

4名（3．3％）

8名（6．6％）

37名（30．6％）

5名（4．1％）

12名（9．9％）

15名（12．4％）

3名（2．5％）

19名（15．7タす）

104名（85．9％）

111名（91．7％）

74名（61．1％）

86名（71．1％）

73名（60，4％）

112名（92．6％）

98名（81．0％）

100名（82．7％）

108名（89．3％）

19名（15．7％）

115名（95．1％）

89名（72．8％）

67名（55．4％′）

109名（90．1％）

35名（28．9％）
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1

1
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監考察ヨ

Al）ほ，ア。イの選択肢とり～オの選択肢とやや性格が異なるのに，一度に尋ねてしまった

のは失敗であった。予想したとおり，生徒にとって，遠野ほどこか知っているが，行ったこ

とのない場所であった。

B2）を見ると，『遠野物語』は，半月近く前に配付されたが，半数以上の生徒ほまだ読んで

いず，3人に1人程度が少し読んでみたという状況である。校外指導の10日前であるが，自

分から読もうという意識ほ弱いことがわかる。

C3）を見ると，内容を知っているが半数を超えるのほ，③ザシキワラシ，⑥天狗，⑦河童，

⑨神隠しだけであり，言葉だけほ知っているが半数を超えるのは，⑬山男，⑳獅子腐りだけ

である。これらほ，『遠野物語』でも重要なものであるが，2）の結果をからすれば，『遠野

物語』以外で知ったことだと考えられる。言葉だけは知っているが3人に1人程度あるもの

が多いので，これまでなんとなく耳にしたことほあるらしい。まったく知らないが半数を超

えるのは，①オクナイサマ，②オシラサマ，④ゴンゲサマ，⑤カクラサマ，⑧猿の経立，⑲

マヨヒガ，⑫田の神であり，これらほ神様や妖怪なので，②。⑫を除いて，『遠野物語』に

触れていないと，知る機会ほほとんどなかろう。

D4）ほ，イが多いことほ予想されたが，エの数がアの数に近くあるのほ意外であった。注意

するべきは，アとイとあわせて，今，昔話（民話）に興味のない生徒が半数いることであろ

】
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う。半数以上の生徒が昔話（民話）に興味を持っていない中で，それとほやや性格を異にす

るにしても，『遠野物語』を扱うことは困難が予測される。

E）5）。6）からは，生徒達がさまぎまなメディアを通じて，さまざまな場所で昔話（民話）

に接してきたことがわかる。かつてのイロリでの語りがほとんどなくなったといっても，昔

話（民話）の享受自体ほ衰弱していないことがわかる。

F）7）は，いわゆる「五大昔話」と呼ばれる①桃太郎，②猿蟹合戦，③舌切り雀，④花咲爺，

⑤かちかち山ほ，ほぼ全員の生徒が知っている。しかし，それ以外になると，半数を超える

のほ，⑮三年寝太郎，⑳庇っこき嫁だ桝こなる。こうして見ると，ある特定の昔話（民話）

だけがよく知られていて，それ以外に対する関心ほ弱いことになる。この昔話（民話）の理

解については，さらに選択肢を増やして行うことと個人差があるかどうかを確かめることが

今後の課題としてある。

（4）『遠野物語』アンケート（2）

5月20日ほ，毛越寺。中尊寺を見学した後，班（4～5人の班が27班）行動になり，遠野へ直

行して博物館。とおの昔話村を見学したり，花巻で宮沢賢治記念館に行ったりした。その夜ほ，

3つの宿舎それぞれに昔話の語り手をお招きして昔話などを聞いた。担任団からほ，「とても熱

心に聞き，質問もした」という報告がある。21日ほ，遠野市内のサイクリングなどをして，午後，

遠野市立青笹中学校に集合して，獅子踊りと合唱の交歓会を行った。その夜は，希望者50人近く

が菊池春雄先生の講演を聞いた。やはり，担任団からは，「先生の熱弁に聞き入っていた」とい

う報告があった。

校外指導を終了して，5月25日，117名の生徒を対象に実施したアンケートとその結果は，次

のとおりであった。

1）遠野で見学した場所について，その感想をア～エの中から選び，記号で答えなさい。見学

していない場所についてほ空欄のままでよい。

1阿曽沼公歴代碑

3阿部屋敷跡

5卯子西棟

7角助の墓

9飢饉の碑

11キツネの関所

13旧一日市

15光興寺

17御前沼

（ ） 2愛宕神社

（ ） 4伊豆権現

（ ） 6大槌街道跡

（ ） 8カッパ淵

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

10北川家のオシラサマ

12旧菊池家住宅

14旧村兵商家

16光明寺（天人の慶茶羅）

18古道跡
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19五百羅漢

21西教寺

23佐々木善書の墓

25サムトの婆

27常堅寺（カッパ狛犬）

29水車小屋

31多賀神社

33ダソノノ、ナ

35鏡石。泣石

37伝承園

（） 20駒形神社

（） 22佐々木善書の生家

（） 24さすらい地蔵

（ ） 26十王堂

（） 28水光園

（） 30清心尼公碑

（ ） 32太郎カッパ

（） 34千葉家の曲がり家

（） 36妻の神の石碑

（） 38デンデラ野

39遠野市立博物館。図書館（）

41とおの昔話村

43鍋倉城跡

45早池蜂古道

47福泉寺

49程洞のコソセイサマ

51馬っこつなぎ

53山口孫左衛門の家跡

55山崎のコソセイサマ

40遠野八幡宮

（） 42遠野物語の碑

（） 44鳴り釜

（） 46百姓一揆

（） 48法華題目の碑

（ ） 50母也明神

（） 52松崎観音堂

（ ） 54山崎観音堂

（ ） 56横田城跡

57その他 （）

ア よかった（おもしろかった）。

イ 普通だった。

り よくなかった（おもしろくなかった）。

エ 特に印象に残っていない。

）

）

）

）

1
－
ノ

1

1

）

）

1

1

）

）

）

）

）

）

）

）

（

（

（

′し

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

Jし1

（

′し

（

（

ア イ ウ ここ． 総人数

1 5名（4．3％） 26名（22，2％） 6名（5．1％） 6名（5．1％） 43名

2 10名（8．5％） 41名（35．0タ‘） 8名（6．8％） 4名（3．4％） 63名

3 1名（0．9％） 6名（5．1％） 1名（0．9％） 4名（3．4タ古） 12名

4 0名（0．0％） 0名．（0．0％） 0名（0．0％） 1名（0．9％） 1名

5 5名（4．3％） 27名（23．1％） 4名（3．4％） 10名（8．5％） 46名

6 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名

7 5名（4．3％） 25名（21．4％） 14名（12．0％’） 5名（4．3％） 49名
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8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

39名

2名

5名

0名

9名

0名

0名

0名

0名

0名

0名

42名

0名

0名

4名

2名

3名

2名

4名

27名

7名

3名

3名

1名

1名

0名

10名

5名

4名

47名

0名

60名

16名

43名

（33．3％）

（1．7％）

（4．3％）

（0．0％）

（7．7％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．0％）

（0，0％）

（0．0タ‘）

（35．9％）

（0．0％）

（0．0％）

（3．4％）

（1．7タ古）

（2．6％）

（1．7％）

（3．4％）

（23．1％）

（6．0％）

（2．6％）

（2．6％）

（0．9％）

（0．9％）

（0．0％）

（8．5％）

（4．3％）

（3．4％）

（40．2％）

（0．0％）

（51．3％）

（13．7％）

（36．8％）

39名

20名

5名

7名

7名

0名

1名

1名

0名

0名

1名

20名

0名

3名

1名

2名

18名

9名

0名

34名

2名

5名

6名

6名

8名

0名

10名

0名

4名

27名

0名

38名

21名

27名

（33．3％）

（17．1％）

（4．3％）

（6，0％）

（6．0％）

（0．0％）

（0．9％）

（0．9％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．9％）

（17．1％）

（0．0％）

（2．6％）

（0．9％）

（1．7％）

（15．4％）

（7．7タす）

（0．0タす）

（29．1％）

（1．7％）

（4．3％）

（5．1％）

（5．1％）

（6．8％）

（0．0％）

（8．5％）

（0．0％）

（3．4％）

（23．1％）

（0．0％）

（32．5％）

（17．9％）

（23．1％）

5名

9名

0名

9名

0名

1名

・2名

0名

0名

0名

0名

12名

0名

0名

2名

0名

10名

6名

0名

2名

1名

0名

2名

1名

6名

0名

0名

0名

3名

3名

0名

2名

6名

18名
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（4．3％）

（7．7％）

（0．0タg）

（7．7％）

（0．0％）

（0．9％）

（1．7％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．0％）

（10．3％）

（0．0％）

（0．0％）

（1．7％）

（0．0％）

（8．5％）

（5．1タg）

（0．0％）

（1．7％）

（0．9％）

（0．0％）

（1，7％）

（0．9％）

（5．1％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．0タ古）

（2．6％）

（2．6％）

（0．0％）

（1．7％）

（5．1％）

（15．4％）

2名

6名

0名

2名

2名

1名

1名

0名

0名

0名

0名

1名

2名

2名

0名

1名

3名

2名

0名

6名

0名

1名

3名

2名

3名

0名

2名

0名

2名

3名

0名

2名

0名

6名

（1．7％）

（5．1％）

（0．0％）

（1．7％）

（1．7％）

（0．9タす）

（0．9％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．0％）

（0．9％）

（1．7％）

（1．7％）

（0．0タJ）

（0．9タJ）

（2．6％）

（1．7％）

（0．0％）

（5．1％）

（0．0％）

（0．9％）

（2．6タ‘）

（1．7％）

（2．6％）

（0．0％）

（1．7タ‘）

（0．0％）

（1．7％）

（2．6タg）

（0．0タす）

（1．7％）

（0．0％）

（5．1％）

名

名

名

名

名

名

名

5

7

ハU

8

8

2

4

8

3

1

1

1

1名

0

0

1

75

2

5

3

1

6

1

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

7

5

4

9

4

9

0

9

4

0

8

0

名

名

名22

1

8

0

4

9

1

名

名

名

名

名

名

名

5

3

0

0

2

3

4



42 0名（0．0％） 5名（4．3％） 1名（0．9％） 3名（2．6％） 9名

43 9名（7．7％） 27名（23．1％） 18名（15．4％） 6名（5．1％） 60名

44 0名（0．0タす） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 1名（0．9％） 1名

45 1名（0．9タす） 3名（2．6％） 0名（0．0％） 2名（1．7％） 6名

46 1名（0．9％） 1名（0．9％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 2名

47 48名（41．0タ‘） 23名（19．7％） 5名（4．3％） 5名（4．3％） 81名

48 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0タ古） 0名

49 0名（0．0％） 2名（1．7％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 2名

50 2名（1．7％） 6名（5．1％） 1名（0．9％） 3名（2．6％） 12名

51 0名（0．0％） 3名（2．6％） 4名（3．4％） 2名（1．7％） 9名

52 9名（7．7％） 30名（25．6％） 12名（10．3％） 9名（7．7％） 60名

53 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名

54 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％）
′0名

55 0名（0．0％） 0名（0．0％） 0名（0．0％） 1名（0．9タ古） 1名

56 3名（2．6％） 3名（2．6％） 11名（9．4％） 1名（0．9％） 18名

57 弁慶の昼寝石 イ…1名（0．9％）

13名

諏訪神社 イ…4名（3．4％） ウ…1名（0．9％）

智恩寺 ア…1名（0．9％） ェ…1名（0．9％）

小鳥瀬川 ア…1名（0．9％）

加茂神社 イ‥・2名（1．7％）

高清水牧場 ア…2名（1．7％）

2）遠野で接した場所や行事，講演などの中から最も印象に残ったものを2つあげ，その理由

を書きなさい。

1

2

3

4

5

7

8

61名（52．3％）

29名（24．8タ‘）

24名（20．5％）

13名（11．1％）

11名（9．4％）

10名（8．5％）

9名（7．7タ‘）

昔話を聞いたこと

福泉寺

五首羅漢

伝承園

遠野の人々，カッパ淵

菊池春雄先生の講演

博物館
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9

0

3

5

8

1

1

一・－エ

l

27

8名（6．8タ‘）

5名（4．3％）

4名（3．4％）

3名（2．5％）

2名（1．7％）

1名（0．9％）

3名（3．4％）

昔話村

獅子踊り，高清水牧場，続石。泣石

佐々木善書の生家，水光園

サムトの婆，水乳 千葉家の曲がり家

母也明神，鍋倉城跡，手づくり村，

北川家のオシラサマ，横田城跡，

前森山農場，十王堂，愛宕神社，

タコ焼き屋

酒まんじゅう，レストラン，諏訪神社，

清公尼公碑，さすらい地蔵，福山荘

無

＊理由についてほ，監考察ヨで簡単に触れることにして，省略する。

E考察】

Al）からほ，まず生徒達の見学した場所がほぼ限定されていることに気がつく。半数以上の

生徒が見学しているのは，2愛宕神社，8カッパ淵，19五百羅漢，27常堅寺（カッパ狛犬），

37伝承園，39遠野市立博物館。図書館，41とおの昔話村，47福泉寺の8箇所である。これら

の場所についてほ，概ねア。イのどちらかを選択しているので，よい印象を持ったようだ。

それぞれについての比率ほ，全体の生徒数に対して出してあるが，見学した生徒数に対して

出やば，もう少し違う読み取りも可能になるだろう。

B2）でほ，半数以上の生徒が「昔話を聞いたこと」としているのが，最も注意される。その

理由として，次のようなことを主に挙げている。

。遠野の人々ほ小さいころから，友達同士で昔話を語り合い，今まで伝わったと聞いて感動

した。

。話し方がうまくて，飽きずに聞けた。内容もとてもおもしろかった。

。方言で語られたので，わからないかと思ったが，意外にも内容がわかった。昔話をたくさ

ん知っているので，すごいと思った。

。内容はわからなかったが，頭の中にいくつもの話があるのはすごいと思った。

。いろいろな昔話を聞くことができた。また，遠野の方言に接することができた。「～あっ

たずむな」と「どんとはれ」が印象に残った。

。聞きにくかったが，しゃれや教訓などがあり，とてもおもしろかった。

。普通の昔話でなくて，語り部の体験を語ってくれたから，よかった。

◎生で聞くと，意外によく聞き取れた。とても面白くて，話の中へ引き込まれる感じもした。
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わからない単語は解説もしていただいたので，とてもわかりやすかった。

◎とにかく昔話ほ楽しかった。終わってからも，わが班のメンバーが中心になって，質問や

アンコールを繰り返し，記念撮影までしてしまった。歌も歌ってもらえた。最高！

。おばあさんの話し方がおもしろく人間味があって，よかった。授業で聞いていたことが役

に立った。内容もなかなかおもしろいものだった。

。生で聞いたので，ジェスチャーもあり，とてもよかった。

。授業で知っていた詰もあったが，昔話を方言で話しているので，その表現も楽しかったし，

内容も興味深かった。

◎意味がわかるようになると，リズムがよくて聞きやすかった。

。最初ほ，「昔話なんてしらけるのでは」とか「方言でやだな－」とか思っていたのだが，

釆てくれた語り部さんがとてもやさしい人で，物語の途中で，ちゃんと中央の言葉で説明

を入れてくれて，とてもよかった。

。方言で聞くと，味があった。また，同じ話でも，少しずつ違うことがわかった。

。昔話ほ単なる畷潰し的伝統でほなく，昔からの人々の経験に基づく知恵であることを知っ

た。また，人々ほあまり昔話を信じていないにもかかわらず，昔話を使って子供を床につ

かせたり，昔話で盗みを公認したり（遠野三山の由来）しているということも，興味深か

った。

。我々が「どんとほれ」や「むかすあったずもな」などと言って語ると，非常に不自然だが，

語り部の方がおっしゃると，自然で，不思議だった。意外に知っている詰も多く，とても

おもしろかった。

。おもしろい話の中にも，何か音の人々の苦しみなどが体全体から伝わってきて，何か心を

動かされるものがあった。

◎歌を歌ったり，いろいろサービスしてくれた。分かりやすかった。テ｝プよりよかった。

。昔話もうまく，何か引き寄せられる感じがしたし，昔話についてのいろいろなことも聞け，

また，他にもいろいろためになるようなことが聞け，有意義な時間が過ごせた。

。おばあさんが昔のなまりで話す話が，すごくなつかしいものを感じさせた。

（5）『遠野物語』アンケート（3）

授業を終了するにあたって，1992年6月22日，120名の生徒を対象に実施したアンケートとそ・

の結果ほ，次のとおりであった。

1）『遠野物語』の授業で学習したことについて，その感想をア～エの中から選び，記号で答

えなさい。その時間に休んでいた場合ほ，空欄にしておくこと。

1遠野郷の誕生（物語1）について （）

－338－



2宮という家の伝承（拾遺138～141）について

3「布片」（拾遺141）と「鮭の皮」（拾遺138）の関係について

4遠野三山と女神（物語2）について

5女人禁制の山（拾遺12）について

6ザシキワラシ（物語17）について

7ザシキワラシ（物語17）と昔話「鼻たれ小僧様」の関係について

8山口孫左衛門という家の盛衰（物語18～21）について

9主人と下男の関係（物語19。20）について

10オシラサマの起源（物語69）について

11人間と異類の結婿について

12河童の子を産んだという伝承（物語55）について

13「河童らしき物の子」をどう処理するか（物語56）について

14物語の書き換え（物語55）について

15序文の「目前の出来事」「現在の事実」について

16助動詞「き」の働き（物語3）について

17助動詞「たり」「り」の働き（物語3）について

18昔話「食わず女房」のテープを聞くことについて

19三浦哲郎『ユタとふしぎな仲間たち』について

20井上ひさし『新釈遠野物語』の「鍋の中」について

21「英訳遠野物語」（物語3）について

ア おもしろかった（興味を待った）。

イ おもしろくなかった（興味を持たなかった）。

り どちらとも言えない。

エ よくわからなかった。
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ア イ ウ エ 無

1 36名（30．0％） 37名（30．8％） 39名（32．5％） 8名（6．7タ古） 0名（0．0％）

2 32名（26．7％） 34名（28．3％） 40名（33．3％） 14名（11．7％） 0名（0．0％）

3 42名（35．0％） 24名（20．0タ‘） 43名（35．8％） 11名（9．2％） 0名（0．0％）

4 49名（40．6％） 35名（29．2％） 28名（23．3％） 8名（6．7％） 0名（0．0％）

5 41名（34．2％） 30名（25．0％） 42名（35．0％） 7名（5．8％） 0名（0．0％）

6 86名（71．7％） 16名（13．3％） 14名（11．7％） 4名（3．3％） 0名（0．0タ古）
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

83名

77名

48名

61名

66名

73名

（69．1％）

（64．2％）

（40．0％）

（50．8％）

（55．0％）

（60．8％）

71名（59．1％）

45名（37．5％）

30名（25．0％）

22名（18．3％）

20名（16．7％）

67名（55．8％）

67名（55．8％）

95名（79．2％）

22名（18．3％）

14名（11．7％）

22名（18．3％）

35名（29．2％）

29名（24．2％）

23名（19．2％）

23名（19．2％）

26名（21．7タJ）

31名（25．8％）

38名（31．7％）

52名（43．4％）

50名（41．7％）

21名（17．5タ‘）

26名（21．7％）

17名（14．2％）

51名（42．5タg）

18名

15名

（15．0％）

（12．5％）

27名（22．5％）

21名（17．5％）

25名（20．8％）

25名（20．8％）

20名（16．7％）

35名（29．2％）

36名（30．0％）

24名（20．0％）

27名（22．5％）

17名（14．2％）

21名（17．5％）

7名（5．8％）

20名（16．7％）

5名

5名

（4．2％）

（4．2％）

9名（7．5％）

8名（6．7％）

5名（4．2％）

5名（4．2％）

2名（1．7％）

6名（6．7％）
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2）『遠野物語』の授業（10時間）を受け，その間に遠野を訪れる経験をしてみて，感じたこ

とや考えたことを自由に書きなさい。

。遠野ほ普通の町だったので，『遠野物語』のようなものほどこでも書けるのだろうと思っ

た。「遠野物語」のほうが「遠野物語拾遺」よりおもしろかった。なぜかというと，人間

じゃないものの話が多かったからです。

。遠野は周りを山に囲まれ，昔ほ本当に山の中だったのだと思ったが，今ほ随分，自分のイ

メージした『遠野物語』の世界とは違っていた。遠野も山の奥のはうに行くと，「山男」

などが出てきそうだった。遠野の人々も『遠野物語』のころから変わっていると思った。

。『遠野物語』を意識しすぎたので，少しがっかりした。民話の世界はつまらなかった。し

かし，その奥に隠れていることを考えるのほおもしろかったと思う。

。全体的につまらなく，「だからどうした」という感じ。民俗学という分野は多少興味がわ

いた。

。『遠野物語』の中の由来や地名など，実に現実的な感じのする話を実際に行ってみて確か

めるというのほ，とてもおもしろかった。他の資料を見れば見るほど，何かこの話，遠野

に引き込まれていくような気がした。ただ，遠野自体，今さら見て楽しめるものほあまり

なかった。
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。物語の地の遠野を訪れることにより，地方の民俗文化や人情にじかに接触できたことが一

番よかった。遠野に行くことによって，物語がよくわかるようになってよかった。ただ物

語を読むよりずっとよかったと思う。

。『遠野物語』の中でほ，結構興味深い所が多かったが，実際行ってみると，あんまりパッ

としない所が多かったので，少し残念だった。しかし，物語自体はおもしろく，特にザシ

キワラシの話や山口孫左衛門の話の中でほ，物語ほ一見簡単そうに書かれているが，実際

ほ奥が深くとても興味をひかれた。

。遠野のような田舎にほ，都会にほないような昔話があるとわかった。こういう寂しい所だ

からこそこういう話ができるのがわかった。

。岩手県内のそう奥地というわけでもないのに（現在は交通検閲が発達しているから），様

々な伝承が今もなお多く残っているという点でほ，とてもすばらしい地域だと思う。が，

僕本人としては，井上ひさしの『新釈遠野物語』のぼうが読みやすかった。

¢遠野へ行ってみても，これが『遠野物語』の場所だ，という実感はあまりなかった。『新

釈遠野物語』は読んだが，とてもおもしろかった。『遠野物語』よりおもしろかった。

。昔話はテープで聞くより，実際に聞いたほうがわかりやすいし，おもしろかった。

。まだ昔の日本の面影が残っていると思った。現地の人（？）と話したが，少し難しかった。

急いでサイクリングをしたが，そのようなことほ似合わないと思いました。のんびりサイ

クリソグ，もしくは歩きが似合っていると思いました。

。遠野にはたくさんの寺やその他の名所があり，それらを自分達で見てまわり，地元の人か

らも話を聞いたりしたので，知識は増えたが，地元の人と個別に話したわけでもなく，い

まいち感動できるものではなかったように思う。しかし，遠野の旅行にあわせて『遠野物

語』の授業をやったのほ，それなりにおもしろく，良いことだと思う。

。『遠野物語』というのは，過去にあった事実を暗示する内容の話が多く入っているそうだ。

どうやら，まんざら嘘でもないようである。遠野だけにとどまらず，昔話に登場するモノ

は（特に人の形をとった化け物などは），晋に行われた「口減らし」をほじめとする事実

を反映したものが結構ある。今まで僕ほ，お伽話というと，せいぜいヒマップシに読んだ

り聞いたりしてついたが，これも結構ちゃんとした意味を持っているんだなと思った。

。私ほこのようなかたちで民話を読むのほほじめてだった。そのため，地元の人から聞くの

が少なくなってしまった。もっと地元の人から聞きたかったと思う。

。『遠野物語』を代表として，民話というものは，深くその土地の地理や産物に関わってい

るのだと思う。レポートにも書いたが，民話とほその地域におけるあらゆる文化が濃縮還

元した姿であることを認識した。

。遠野に限らず，地域には，それ独特の物語が伝わっていると思う。遠野以外のものも読ん

でみたいと思った。
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。『遠野物語』ほ昔話と違うように思えた。『遠野物語』ほ現実に起こったことが書いてあ

ることがよくわかる。すばらしい自然の中で『遠野物語』ほできたんだなあと思った。

。『遠野物語』ほかたくるしいものだと思っていたが，読んでみると，現在にも通じるとこ

ろがあり，なかなか楽しいと思った。遠野に行っても，やはりまだ物語が生きているよう

な感じだった。

◎遠野に行ってみて，物語に出てくる場所を回ってみると，想像していたより普通の場所だ

った。

。あんな山奥にこんなたくさんの昔話があるのがとても不思議だった。

。遠野ほ思ったよりもごく普通の町で，そんな町にこんなたくさんの伝説などが残っている

のが疑問だった。授業は全体的におもしろかった（井上ひさし，テープなど）。

◎いろいろな動物が出てきて楽しいのもあるが，「これほおもしろいのだろうか」と思うよ

うなものもたくさんあった。また，遠野へ行ってみて，物語ほこういう大きな自然の中で

生まれたのだとつくづく感じた。言葉の使い方を変えて，うまく意味を引き出しているの

に感心した。

◎遠野を訪れてみて，『遠野物語』に関する興味が一層深まったと思うので，よかった。

◎何十年も前に来れば，もっと「民話の里」という感じがしたかなといった感じ。もっと

「田舎」というイメージを持っていたので，実際行ってみたら，東京と大差がなくて残念

だった。

。遠野の昔からの伝承が忘れられていくのほ残念だ。

。おもしろかった。（2名）

。何より，その物語の多さに驚いた。遠野という一つの土地に数百もの伝承や昔話が残って

いるということは，それだけ，外からの情報が少なかったということになるのかもしれな

い。しかし，本当か嘘かというのは別として，そういう中で神様や動物などについての話

があるということは，信仰の深さ，動物に対する感情の深さを知らされるものだと思った。

今では観光地として有名になったが，昔からの伝承が今でも残っているということほ，感

銘を受けた。

。遠野の風習，物語などにほ，地方で賢く生きるための知恵，エ夫が凝らされていると思っ

た。例えば，生活の知恵を物語にして伝えるなど。また，すばらしい自然があり，住みた

いと思った。

。物語の現場を実際に見て，『遠野物語』だけでなく，民話の世界が一層現実味を持ってき

た。

。昔話や風土調査などほあまり好きではないので，つまらなかった。

◎はっきり言って，つまんなかった0『遠野物語』そのもののどこがすばらしいのか，どこ

優れているのかがよくわからない。話自体も短いので，つまらない。興味のわかないこと
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を授業で受けても，つまらない。

。遠野に旅行に行ったが，『遠野物語』の学習にならなかった。『遠野物語』もあまりおもし

ろくなかった。

◎遠野ほ山奥で交通の便があまりよくないから，このような民話が残ったのだと思った。

。遠野にほ名跡がたくさんあるようだが，訪れてみれば，遠野の人々はそのある場所ほ知っ

ているものの，人はほとんどいなかったし，やほり現地の人にとってほたいしたことはな

いのだろうか。何となく，神社とか人気がなくて寂しかった。

。授業で習った昔話と同じ昔話が，「昔話村」にも紙芝居として残っていたことが印象に残

つている。百聞ほ一見にしかずというとおり，授業で学ぶのと現地に行ってみるのでほ，

やはり現地に行ってみるほうがより多く学べるような気がした。

◎ザシキワラシと家の盛衰について，オシラサマと蚕の関係など，『遠野物語』の内容ほ，

人々の暮らしに密接に関係しているのだということを感じた。

。『遠野物語』ような民話むこはじめて本格的に触れて，興味深かった。

。思ったよりひらけていた。曲がり家などを見る磯会があったが，物語と結び付けることが

できなかった。

。僕ほ今まで世界の神話は多々読んできたが，地方の伝説を読んだことはあまりなかった。

この授業で，『遠野物語』をやって驚いたことは，文学的にも優れていて，話がとてもお

もしろかった。

。ザシキワラシなどの迷信的なことに結びつけられた事実を掘り下げていくと，迷信的なこ

ととは別に，実際にも結果に結び付くことが起きているなど，事実と迷信が裏と表に合わ

された世界を見ることができたと思う。また，柳田国男氏が，言葉のはしばしに気を付け

て書いているのを知りたいと思った。

。遠野ほ，思っていたよりものんびりしていて自然を楽しめた。『遠野物語』の舞台だった

のだから，落ち着きがあってよかった。『遠野物語』は，実際にはありえないと思うけど，

あってもおもしろいと思う。英語版『遠野物語』は，少し間抜けだけど，よくできていた。

。遠野ほ山に囲まれた「山の静」の面と海と海を結ぶ交通路の中継地の「海の動」の面が合

わさった所で，それが多くの物語を生む元となったのだと思った。

。ただごたごたと何を書いているのか，まったく最初読んだときほわからなかったが，それ

ぞれいろいろな理由があり，いろいろなことが込められていることがわかった。井上ひさ

しについてほ，よくわからなかったが，まあおもしろかった。

。『遠野物語』は，他の物語と違って，より現実味があるように思った。

。遠野にほ，なぜたくさんあるのだろうかということを考えた。授業を受ける前は，僕は

『遠野物語』なんてハッタリだろうと思っていた。僕ほ，すべてが本当にあった話である

とは，今でも信じていない。ただ柳田国男の創作ではないことがわかった。ちなみに，遠
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野の人々はこの物語をあまり信じていないようであった。

砂『遠野物語』と遠野の旅行があまり結び付かないというのが本音です。それは，旅行の時

に物語にそってほ歩かなかったからかもしれないが，遠野でほ町の感じが物語とほ違う気

がした。『遠野物語』ほ，中位の長さの話がおもしろかった。

。『遠野物語』ほ他の桃太郎などの昔話と違って英雄の詰もないし，笑える詰もない。事実

を淡々と述べているだけのような感じがする。しかし，それが読んでおもしろく思えるの

ほ，やっぱり実際に遠野へ行ってきたことが大きいと思う。

。遠野市には，物語に関する所には説明がかならずと言っていいほど付いていて，本当に遠

野郷で聞いたものだということがわかった気になった。テープのヒヤリングも実際に聞い

たのも方言が強く，聞き取れなかった。

。ハッキリ言って，なぜこんな町にあんなにたくさんの物語があるのか不思議だった。博物

館や昔話村ほとってつけたようなものだったからである。

。よくこんなに物語を覚えることができたものだ。物語の舞台となった場所を見ることがで

きてよかった。物語なので，ありえないことが多かった。カッパの像がよかった。

。『遠野物語』ほ遠野独自の物語だけでなく，日本全国の昔話と関連している点があると思

う。

。『遠野物語』は風土的なものと伝承をからめて書いてあると思った。この物語は遠野の自

然がなければ起こり得ないものである。

。勉強した場所を実際に訪れても，その話のイメージがわくことはなかったが，歴史の重み

を感じた。

◎神，ザシキワラシなどうそっぼい話だけれど，読んでもうそっぼくなかった。『遠野物語』

の場所にほ行かなかった。

。遠野の町中や周辺に点在する小さな建物や碑の一つ一つが，物語のさまざまな所に出てき

て，物語を読むのが楽しかった。ザシキワラシや河童などは，『遠野物語』だけでなく，

日本各地に伝わっている。しかも，そのほとんどがまったくと言ってよいほど同じような

話である。それらの日本各地に伝わっている話と遠野の話がどこかでつながっているとし

たら，その起源ほどうなっているのだろうか。

。ただ読んでいると，不思議なものがたくさん出てくるだけで，三流の怪談のような『遠野

物語』だが，授業のように一つ一つ見てゆくと，遠野の人々の文化などが背後に見えてと

てもおもしろかった。この他の様々な民話をもっと注目してゆけばよいのではないだろう

か。

。僕は『遠野物語』は結構いい加減だと思った。文章が妙にうそっぼく，佐々木善書のざれ

ごとかとも思った。けれども，話自体ほまあまあおもしろく，特にザシキワラシなどほよ

かった。校外指導でほ，実際の自然，風土などに直接触れられて，本当によい経験をした
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と思った。

。遠野に旅行をしてみて，『遠野物語』の中に出てくる神様などが深く民衆に根付いている

のだということがわかりました0『遠野物語』の内容については，神様などの話には別に

興味がなかった。柳田国男ほすごいと思う。

。あんまりおもしろくなかった0自分達の使う言葉づかいと違うので，面倒くさい。

。遠野とは実につまらん地域だとつくづく感じた。もうこりごり。

。授業でやった『遠野物語』の本文ほ，ほっきり言って，信憑性の薄いものばかりでおもし

ろくなかった。遠野を訪れ，ほっきり言って，『遠野物語』とまったく関わりのない所

（前森山牧場）へ行こうとしたのだが，そこのおじさんたちにも『遠野物語』の講義を聞

き，『遠野物語』が遠野地方に深く浸透しているんだなあと思った。

。『遠野物語』は，普通の人々が読む昔話と同じような内容であると思う。遠野に行って思

ったことほ，町の中から少しでも離れると，物語に出てくるような雰囲気があって，本当

にその話があったのでほないかと思う場所もあってよかった。

。遠野を訪れる経験と『遠野物語』の授業とほ一切結び付かなかった。授業の中で最もおも

しろかったのは，山口孫左衛門家の盛衰に関する話だった。話の順序を巧みに入れ替えて

時間を交錯させているのを大変おもしろく思った。また，うまく現実感を出していて迫力

があったと思う。

。本にもなって出版されて全国に知れわたっているほずの「遠野」なのに，意外にも，最初

からの時とあまり変わっていないようだった。結構どろどろした話が多かった。井上ひさ

しの話は読みやすかった。

。河童淵と河童のイメージが合いにくい。『新釈遠野物語』は，『遠野物語』をもじったギャ

ップが楽しめた。遠野郷の誕生が興味深い。鮭と関係しているのがよかった。

。遠野で回った所と物語や伝説の関係が密接だった。物語の舞台にふさわしい所だった。歴

史が感じられた。『遠野物語』が今現在起こっていることであるというのにほ同意しがた

い。昔話的なイメージが大きいし，昔話的に楽しめた。

。遠野ほ，寺など以外何もない所だと思った。そういう静かな所だから，あのような話がた

くさん生まれるのだと思った。授業を聞いても，あの手の話ほそこに住んでいる人でない

とわからないと思うので，あまり感動しなかった。

。昔話ほ最近全然読んだりするということほなかったけれど，『遠野物語』を読んで，なつ

かしい気がした。以前に読んだ昔話とは少し違う，専門的な感じのする物語だと思った。

。全般的に「神」に関した話で，遠野の人々がいかに信心深いかがわかった。また，レポー

トの作成中に，話の作った意図などがわかって，なるほどと思った。

。遠野を見てみると，なぜ『遠野物語』が存在したのかわかるような気がする。なぜかとい

うと，遠野は古い街で，東北にしてほ人が集まる場所である。しかし，遠野には，たいし
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て名所がなく，昭和のころにほ観光の人はまったく釆なかったと言っていい。つまり，古

くから伝統のある街でありながら，人が訪れず，そのために古くからの物語が残ったので

ほないか。さらに『遠野物語』を事前に読んでいたので，なぜそれが存在するのかわかっ

たような気がする。なんとなぐ怖いような場所もよくあって，なかなかよかった。

砂『遠野物語』の言葉づかいに温かみを感じた。でも，その言葉づかいが難しすぎて，物語

がわからないときもあった。オシラサマの話が好き。

砂『遠野物語』を科学的にとらえたところがおもしろかった。実際に遠野へ行ってみて，授

業で聞いたことを目で確かめることができた。

◎昔話というのはたいていどこの田舎にもあるものだが，『遠野物語』はとても興味深く読

めた。なぜ興味を待ったかというと，『遠野物語』には，音の人の考え方が他の昔話に比

べてよく出ていると思ったから。

◎知っていた昔話の多くが『遠野物語』にあることには驚いた。人々と昔話との深い関わり

を身をもって知った。

◎『遠野物語』には，いわゆる普通の昔話のようなものは少なく，悲惨な話だったり，「だ

からどうした」と言いたくなるような何を言っているのかよくわからない話が多い。しか

し，よく考えてみると，その話の背後には，暗い音の遠野の暮らしぶりが見えてくる。そ

の意味でも，貴重なものだと思う。

。この物語がどのような環境で善かれたかよく知れて，よかった。

。民話を大切に残そうとして数々の施設をつくっているのに驚いた。一つ一つの話は短かっ

たが，深みがあった。伝承のあった場所を巡ることができてよかった。ザシキワラシやカ

ッパなどどこにでもあるような話だが，遠野ならでほの数々の伝承といっしょに読んでい

くと，改めておもしろい話だと思った。

。民話というと，くだらない，つまらないというイメ←ジが非常に大きいが，『遠野物語』

を読み，立場。考えを変えた。特にその裏を見るのがおもしろかった。もっとどの詰も授

業中に深く掘り下げたかった。遠野市は思ったよりも奇麗で田舎臭くなく，それでいて伝

統的な雰囲気をただよわしていた。また，東京の文化との違いに驚いた。例えば，青笹中

では，生徒が挨拶の時に「オスッ」と言ったことなどがあった。一つ疑問に思った（とい

うか驚いた）ことほ，佐々木善書がよくもまあたくさんの話を覚えていて，柳田に話した

なということである。そして，よく柳田が書き取ったなと思った。ほっきりいってビック

リした。

。『遠野物語』は結構面白かった。特に遠野の語り手さんの話ほよかった（というか，本よ

り実際聞くはうがいいという意味で）。だだ序文などの説明みたいのほつまらなかった。

もっと物語に接したかった。物語の中でほ，架空の人物が出てくる物語に興味を持った。

◎遠野に実際に行ってみたが，寺や石碑が多くて，あまり印象に残らなかった。しかし，遠
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野で聞いた語り部の話ほ，印象的だった0また博物館なども結構為になった。『遠野物語』

も最初はつまらなそうだと思っていたが，授業をするにつれて結構おもしろいと感じるよ

うになった。

¢こういう昔話が豊富にあっていいと思った。

○遠野が奇麗で，なかなかおもしろかった。こういう話がたくさんあっていいと思う。

◎『遠野物語』は，確かにおもしろい話である。しかし，実際に遠野を訪ねて，話とのギャ

ップを感じた。太郎ガッパなどほ最悪である。やほり昔話は聞くだけのほうがよい。

。『遠野物語』という話ほ聞いたことがなかったし，柳田国男ほ知っていたが，民俗学？父

とは知らなかった。民話に興味ほなかったが，文語で書かれていて読みにくいにもかから

ず，本当にその他を訪れてからほすらすらと読めて興味を持てるようになった。カッパ淵

を思い浮かべて物語55から59を読んだりできた。これからも学習の度に旅行（実地体験）

がしたい。

◎『遠野物語』は，普通の昔話と違って，めでたしめでたしで終わることが少なく，確かな

事実として語られているのが違うと思った。現実味があると思った。

。遠野という所は何か神秘的なものがあるな－と感じた。遠野の昔話ほ一般的な昔話とはパ

ターンが少し違うような気がした。

◎『遠野物語』は，人々の問で古くから伝えられてきたものとは違い，現実にありそうだと

思うような話（話が新しいこともある）はかりのため，話に引き込まれるような気がする。

◎『遠野物語』はおもしろくて，実際に遠野へ行ってみると，町の人も話を結構信じている

ような印象を受けた。『遠野物語』にほ，結構事実があって，それを大げさに書いている

ような印象を受けた。

。遠野の人ほゆっくりしていると思った。遠野という所ほよい所だと思った。でも，僕みた

いなせわしない人間が行くと，一か月で飽きると思う。『遠野物語』の話ほ楽しいが，文

語調の文章を読むのはたいへんだった。今度の夏休みに遠野の行くグループがあるそうだ

が，僕もまた別の機会に行ってみたいと思う。

◎『遠野物語』の書き方を見て，旅行で昔話を聞いたことにより，東京の標準語との違いか

ら，遠野と東京ほ昔はとても遠かったことを自覚した。だからこそ，『遠野物語』が生ま

れたのだと思う。

。遠野にはいろいろな話が百あまりあるというのほ，確かにすごいと思う。実際に遠野に行

ってみると，確かにその額の話がたくさん出てもおかしくないと思った。特に，山に閉ま

れているので，その山を舞台にさまざまな物語ができそうである。また，全国の発祥地で

ある原因として，やはり交通の要所として栄えたからであろう。また，帰ってきてから授

業を受けて，この物語ほ西洋の伝承にも勝るとも劣らない，すぼらしい物語だと感じた。

『新釈遠野物語』はパロディ…であるが，パロディーができるということは，それだけ
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『遠野物語』がおもしろい話だということを表していると思う。普た，『英訳遠野物語』

ほ，『遠野物語』が西洋の伝承にも勝るとも劣らないことを示すものであると思う。『遠野

物語』は以上のような理由ですばらしいと思う。

◎そういうことはレポートに書くつもりです。で，やっぱり，『遠野物語』を熟読してから

遠野に行けはよかったと深く後悔しております。でも，読まずに行ってもあんなに感動し

たのだから，読んでから行けば感動いかばかりであっただろうか。また遠野に行きたいで

す。だれかいっしょに行かないか。

。実際に現地に族行していたので，『遠野物語』は現実味があり，とてもおもしろく感じら

れた。旅行する前に『遠野物語』をもっと深く読んでいれば‥・…と思った。

。教室では読んで聞くだけであったが，実際に現地へ行き，じかに見てじかに聞くことによ

り，民話のできたわけやその背景がよくわかった（つもりだ）。もう少し早く『遠野物語』

を読んでおけばよかった。

。遠野のことを勉強し，実際その土地に行って見てきたことほ，よかったことだと思います。

『遠野物語』を本だけで勉強するのでほなく，その土地に行き，実際に触れてみたという

ことほ，大変意義あることでおもしろかったです。

。『遠野物語』なんて，まったく知らなかった。勉強を始めたころも，ただのお話だと思っ

ていた。でも，実際にいろいろな説明を聞き，奥の深さを感じた。

。『遠野物語』の背景には，飢饉があるらしい。物語自体はおもしろくない。

。遠野に行っておもしろかったのほ方言による昔話で，言葉ほ少し違ったけれど，とてもよ

くわかった。カッパ淵に行ったとき，カッパ淵は思ったより小さかったし，細長くて川の

ようだったが，深さがよくわからず不気味だった。

。『遠野物語』の伝承の多くは，間引きや姿絵て山などの事実や，蚕などの生活に密着した

ものの伝説化が多く，当時の生活がうかがえ，おもしろかった。

◎神社の多い町だったので，たぶん遠野の人々の信仰心ほ強かったと思う。だから，このよ

うな物語がたくさん生まれたんだと思う。

。『遠野物語』にほ，興味深いものがいくつもあった。昔話ほおもしろく聞ければそれでい

いと思う。遠野に行ったが，墓や古い神社に行っただけで，おもしろくなかった。昔話を

生で聞けたのはよかったと思う。

。遠野ほ莫しい。文化と伝統の温かさよ‥‥‥。

。遠野の村々に伝わる伝承にほ，興味をひかれた。柳田国男がひかれたのもわかるような気

がする。

○遠野はいかにも，という所だった。物語自体はそれほどおもしろくなかった。

。昔話ほただ聞くだけなら楽でおもしろいけれど，勉強するとおもしろさが損なわれる。で

も，それも，細かい所にも気付けるという利点もある。
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。なぜ遠野にこんなにたくさんの昔話があるのかが不思議だった。昔話はだれが何のために

作ったのかが知りたかった。

。実際は『遠野物語』と遠野のことについて，ろくに前調査もせず行ったため，遠野の風土

も奥に秘められたことも知ることができず，帰ってからその土地がどういうものかという

のがわかった。そう思うと，実際に足で回った所が物語の舞台になっているので，後にな

ってその深みがわかった。

。あまり調べないで遠野へ行ったので，帰ってきてから，もうちょっとよく見てくれはよか

ったと思うところがいくつかあった。しかし，自然の豊かさにほ感動した。

。授業ほ旅行に行く前にやっていたはうがよかった。というのほ車中で目を通すだけではあ

まり理解できなかったから。でも，遠野ほすばらしい所で，その風景を思いながら再び読

んでみると，なるはどと思うことがしばしばあった。だから，よかったと思う。

。族行へ行って，昔話村に行き，生の昔話を聞いて，ただ『遠野物語』を読むのと違い，深

く感じることができた。

。一口に『遠野物語』と言ってもたくさんあり，あんな小さな町に，よくそんな数があるな

あと思った。

。遠野で昔話を話してくださった方が昔話を二百近く知っていることを知って驚いた。あん

なに小さな町なのに，たくさんの民話がつまっているというのほすごいなあと思った。

。一つの町に，これだけたくさんの物語があるとは意外だった。このような物語はやほり伝

承するべきである。

【考察ヨ

Al）でほ，アおもしろかった（興味を待った）やイおもしろくなかった（興味を持たなかっ

た）という印象はともかく，エよくわからなかったとする回答が少なかったのには，はっと

した。冒頭の第1節に述べたように，『遠野物語』を採択する教科書は中学校にはなく，高

等学校にあるだけ（しかも対象ほ高2，高3を想定している）だからである。そうした心配

を抱きながら始めた授業であれば，生徒の理解についてほほば目標が達成されたと考えられ

る（学期末試験に出題して，そのできがいいかどうかとは無関係）。まだ，古典文学に親し

む程度で，文語文法（古典文法）をほとんど学んでいない中3に正しく読むことができるの

かという疑問もなくはないが，むしろ，『遠野物語』ほ文語文であっても，明治末期に書か

れた擬古文であり，平安時代を中心とした古典文学の世界に比べれば，まだ身近なのかもし

れない。エよくわからなかったとする生徒がやや多いのは，16助動詞「き」の働きと17助動

詞「たり」「り」の働き，そして，21「英訳遠野物語」である。

Bl）の16助動詞「き」の働きと17助動詞「たり」「り」の働きは，15序文の「目前の出来

事」「現在の事実」を表現としておさえるために，欠くことのできないものであることを考
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察しようとした。時枝誠記の言う「詞」が物語の内容であれば，「辞」ほ物語の表現である

と考えて，「き」や「たり」「り」を重視したのであるが，イおもしろくなかった（興味を持

たなかった）とェよくわからなかったという生徒が，あわせて6割以上いるというのは，授

業の内容と方法に問題があったということになる。15序文の「目前の出来事」「現在の事実」

についても，イおもしろくなかった（興味を持たなかった）とェよくわからなかったという

生徒が，あわせて4割を超えることとも，連動しているようだ。文語文法（古典文法）の知

識のほとんどない生徒に，助動詞の働きから説明するのは，やほり困難だったかと思わざる

をえない。また，物語文学や説話文学などを読んできた経験がないと，なぜこうした文体を

とったのかという戦略的な意味は，これまたやぼり指導しにくいこともわかった。『遠野物

語』に限らず，こうした近代の擬古文から文語文法（古典文法）に入る方法については，生

徒の動枚づけや問題意識をさらに調べて，改めて取り組んでみたい事柄である。

Cl）の21「英訳遠野物語」についても，イおもしろくなかった（興味を持たなかった）とェ

よくわからなかったという生徒が，あわせて6割を超えることも，やはり大きな問題として

残された。訳された英文を授業の中で読み合う時間がなかったので，こうした結果が出ても

仕方のないことであった。本校英語科の久保野雅史氏にうかがってみると，いくつかの単語

の説明を与えれば決して読めないことはない，という回答を得たので，事前の教材研究を積

んで，場合によっては英語科との共同授業にしてみることも可能だろうと考えた。『遠野物

語』の英訳には，他にRonaldA．Morse『THE LEGENDS OF TONO』（THEJAPA

NFOUDATION）があるので，本編「遠野物語」についてほ比較しながら読むことも可能で

ある。こうした英訳ほ，『遠野物語』を世界へ向けて押し出してくれた貴重な仕事であるに

もかかわらず，まだ正当な評価が与えられていない。むしろ，教育の現場こそがこうした仕

事を評価できるのでほないか，と思うので，改めて授業の方法を考えてみたいと思う。

D2）ほ，大きくスペースを取ってしまったが，回答のすべてを，ほぼそのままのかたちで載

せた。特に分察したり，傾向を調べたりすることもしなかった。回答を寄せた一人一人の声，

それだけがすべてだと考えたからである。この『遠野物語』の授業に拒否反応を示したまま

で終わってしまった生徒もはんの少しいるが，はとんどの生徒ほ『遠野物語』と遠野とから

かけがえのないものを学んだようである。

（6）ぁわりに

「『遠野物語』と教育」ということで言えば，今年，地元遠野から貴重な本が2冊出されたこ

とが挙げられる。1冊は，遠野市立上郷中学校『中学生による口語訳遠野物語』（同校，1992年）

であり，もう1冊ほ，後藤紘一郎監修。佐藤誠輔訳『〔口語訳〕遠野物語』（河出書房新社，1992

年）である。前者ほ「遠野物語」「遠野物語拾遺」の口語訳であり，後者ほ「遠野物語」の口語

訳である。なぜこの時期に相次いで『遠野物語』の口語訳が出されることになったのだろうか。
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前者ほ，校長菊池文彰氏の言葉によれば，「「全校生徒に一度ほ遠野物語を最後まで読ませたい」

と考え，遠野物語読む会をつくり勉強してきました」という教育実践が行われ，その成果として

刊行されたものである。また，後者ほ，監修の後藤紘一郎氏の言葉によれは，「地元のみなさん

が，六年前からほじめられている，「注釈『遠野物語』」の勉強会（遠野常民大学）で，佐藤誠輔

さんの「口語訳」のリポートを開いて，そのわかりやすさと味わい深さに，深い感銘を受けたの

でした」ということがきっかけで刊行されたものである。この『遠野物語』の口語訳，特に本編

「遠野物語」の口語訳ほ，実ほ昭和10年に増補版を刊行するときに，柳田自身の構想にもあった

ことだった（「再版覚書」）。それゆえ，強いて言うなら，こうした口語訳は，柳田が断念した構

想を受け継いで実践してみせたのだ，と考えることもできる。

そして，もう一つ「『遠野物語』と教育」ということで，注目したいことがある。筑波大学の

学生であり，「坊ちゃん文学賞」を受賞した′j、説家でもある中略初枝氏を「世界民話博覧会「高

校生のための講演会」」に招いたことである。彼女は徳島県の生まれであるが，小学校の時に初

めて『遠野物語』を読み，それがきっか捌こなって日本民俗学を専攻するようになったという。

その講演の内容は，『遠野常民』第6号（遠野常民大学，1992年10月）に掲載されている。具体

的にほ，「私ほ小学校六年生のときに初めて『遠野物語』を知りました。国語の教科書にのって

いたのです。「マヨイガ」の一節でした。興味をもった私に担任の先生が教えてくれて，私ほ母

に頼んで『遠野物語』を買ってもらいました。『遠野物語』は文庫で買うと，文語体で善かれた

『遠野物語』と，口語体で書かれた『遠野物語拾遺』とに分れています。勿論，その頃の私には，

『遠野物語』の方は読んでも分からなくて『拾遺』の方ばかり読んでいました。でもそれが悔し

くて，分からないなりに文語の方も読んでいたら，し、つの問にか分かるようになっていて，古典

の授業がとても楽でした」などと話している。こうした同世代の人の講演を聞いて高校生がどう

感じたかということほ，『遠野常民』第8号（遠野常民大学，1992年12月）に掲載されている。

今年，本校の中3は，こうしたことが実現する直前に遠野を訪れたことになる。地元遠野に，

「『遠野物語』と教育」ということを真剣に考えようとする枚運があり，そうした中を訪れること

ができたのは，この上ない幸せだったと言っていい。地元遠野では，『遠野物語』を理解したり，

学習したりすることほ，郷土を理解したり，学習したりすることになる。しかし，本校の中3は

もちろんのこと，遠野以外の土地に暮らす生徒にとって，当然のことながら「郷土」という意識

はまったくない。しかし，そうした郷土を理解したり，学習したりすることが内へと閉ざされる

のでないかぎり，我々は別の立場からそれらを取り入れることができるはずである。また，我々

が，遵に本家本元の地元遠野に対して教えられることがもしあるとすれば，『遠野物語』を日本，

そして世界に向けて開いたところから見る視点を提示することだろう。日本でほ，研究と教育と

が二分されているために，『遠野物語』の研究が進められても，それが教育に関わってくること

はなかったし，逆に，『遠野物語』の教育が進められても，それが研究を動かすことはなかった。

しかし，もうそうした不幸な状況に，そろそろ終止符を打ちたいものだ。そうしたことを実践し
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てゆこうとするとき，指標になるのほやはり柳田ということになるにちがいない。なぜなら，日

本の民俗文学について，その研究と教育の両方から考えようとした人ほ，おそらくこれまで，柳

田一人しかいなかったと思われるからだ。

〔付記〕本稿を成すまでに，特に中3の担任団（井上正允，立石宏和，丸浜 昭の各氏）にお世

話になった。あらめてお礼申し上げたい。また，「『遠野物語』を読む」というテーマ

で生徒が書いたレポート集ほ，経費の関係で刊行できなかったが，コピーをとって若干

の本を作成した。なお，中3の旋行報告として「岩手をあるくw花巻。遠野。盛岡を

中心に叫』が刊行された。
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エ99訂年度 中3（毯後妻朝生） 資料①

『遮腰欝物雷露』 整流硬治 （エ0時間計画）

りテキスト 砂田国男『遠野物語』（角川波線）

療はんとうは新潮支線のを蓋うがよも確執現在、晶切で使えない

ので、薮協しました。

2）予 定 5月工且日

5月且6巨重

5月ユS日

5月25日

5月30E慧

6月 ま日

6月 ゐ日

6月且3日

6月15日

6月22日

ー
ノ

、．ノ

ー
ノ

ヽ亀〝一′

ヽ18メ

ヽlきノ

ヽも彦一一－

ヽ盲ノ

ヽ昔．ノ

ヽ
篭
居
－

月
土
腰
月
土

月
月
土
月
月

（
′．．ヽヽ

′l1．

′．11．

（
ノg一息l、

√ttl

g．一′llヽ

′も

遠野という場所－r大著」とr今」－

序文一級田国男と佐々癖富啓一

オシラサマー異類婚厳密の問題－

ザシキワラシー家の盛褒の問題－

カミカタシー子供と女性の問題一

文藤一r物語j と「拾遺j一

時間一塊窪め事案一

重間一怪異め起こる場所一

語型一物譜と歴史一

井上ひさし『新釈遠野物語』

3）評 価 r『遠野物語』を読む」と♭海うテー∇で書く

①授茶のまとめではな咤、自分で考えてください。

②措定された用既に済著してくださ♭、絶のまま印刷するため）。

6）参考文献を末尾に番いてくださも．、。

①エ学期の成級に20点滴点で教えます。

⑤レポートをま学校の図書館や遠野の図書館に残します。

⑥提出期限をま6月29日の年後ま暗までとします¢

4）参考資料 旬稲田浩二他霜『日本普請事典』（弘文堂）

。野村繊一飽編『遠野物語心事典』（ぎょうせい）

◎菊池腰雄『『遠野物語』を歩く』（講談社）

。秀絶 静『遠野絡』（海南書房）

¢三浦佑乏『村落伝承論』（玄妙審院）

この他にもたくさんありますが、それらを読むことより、意味のわから

ない言責などを自分で調べながら、〟つ一つの物語を読むことかち始めて

てくださもヽ◎どうしても農村をブられなもヽ場合は、準備室にでも発て相談す

るとよも、と思います◎r物語め現数ともヽう視点から、実際に見学した所

め写真などをÅれながら番も馬てもかまも海濠せん¢教数は制限しませんから、

ユニークな力作を潜も－てくださも確¢
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②料資

捕

食
わ
ず
女
房
出

む
が
し
。

汐－ご

あ
る
所
に
や
も
め
男
ぬ
っ
た
ん
だ
ど
。

あ

沓

「
物
食
ね
奴
御
、
欲
す
欲
す
」
て
貰
っ
た
は
、
あ
る
時
、
き
れ
い

お
な
ご

な
女
子
発
て
、

か

がが

僚

「
お
れ
飽
食
ね
が
ら
、
噴
に
し
て
け
ろ
」
て
習
っ
た
が
ら
、
審
ん

で
も
ら
っ
た
ど
◎

盛

響
ぐ
緩
い
で
、
何
卒
も
緩
い
で
物
食
ゎ
が
ら
、
不
思
訊
だ
ど
思

濠
母
野
だ

っ
て
、
ぬ
る
時
、
出
さ
帝
や
競
り
し
て
馬
屋
桁
さ
上
が
っ
て
見
で

）
－
汐
－
ぴ
よ
さ

だ
ザ
も
な
㌔
を
し
た
け
、
噴
が
五
斗
餞
が
ら
発
出
し
て
、
濁
姦
で

衆
で
、
そ
し
て
迫
っ
て
、
伸
し
戟
孟
ペ
で
♪
鰯
ど
い
う
魚
空
ハ

む

一
っ
‰
r

遜
焼
い
で
、
鱗
の
締
ハ
て
っ
べ
ん
）
分
げ
で
が
ら
、
ド
ソ
ド
ン
、
ド

ソ
ド
ソ
ど
貌
の
蝉
さ
観
り
こ
入
れ
で
、
魚
恕
入
れ
で
食
っ
た
ん
だ

どや

と
g

や
洩
－
立
ほ

卒
去
あ
、
不
忠
題
だ
、
不
恩
駆
だ
ど
思
っ
て
だ
ぼ
、
山
姥
だ
っ

た
な
ど
屑
屋
桁
で
ひ
と
り
悔
み
し
で
が
ら
、
山
が
ら
発
た
振
り
し

て
、
濁
盈
の
ロ
ハ
鰭
盈
の
嗣
）
さ
発
て
、
ツ
マ
．
コ
（
管
整
の
智
弘

杓

う
掠
り
し
て
、
ド
ス
ソ
ド
弟
ソ
ど
足
音
立
で
で
入
っ
て
来
た
は
、

ゆ意

噛
も
見
ら
れ
だ
ど
思
っ
た
が
ら
、
そ
の
晩
が
ら
渡
河
み
し
た
ん
だ

ふ
‰
汐
－

ど
¢
そ
し
た
け
、
亭
主
あ
、

あ
ご

「
た
だ
見
で
だ
っ
て
わ
が
ん
ね
が
ら
、
お
れ
、
巫
女
さ
澄
額
ん
で

聴

く
っ
か
ら
し
て
嘗
つ
て
、
巫
女
さ
意
頗
み
さ
行
．
っ
て
が
ら
、
き
し

ま
に
（
来
る
途
中
）
、

ビ
ゼ
び
丘
チ
た
だ

む
づ
む
づ
ち

「
甲
五
斗
餞
の
簸
り
が
ー
。
攣
ハ
適
の
巣
り
が
ー
』
て
、
御
祈
鋳

せ

し
て
け
ろ
し
て
習
っ
た
が
ら
、
巫
女
さ
潰
そ
う
い
う
夙
に
浮
ん
だ

がが

ど
。
そ
し
た
け
、
堺
、
わ
が
ら
れ
だ
ど
思
っ
て
、
ご
っ
し
ぇ
や
い

ぞ
壇
ほ
は

と
ど

で
ハ
怒
っ
て
）
山
姥
に
な
っ
て
、
亭
主
食
ん
ペ
ど
し
た
が
ら
、
亭
主盛、盛

ほ
た
澄
げ
で
、
党
さ
立
っ
て
逃
げ
だ
ん
だ
ど
。
す
た
け
、
喚
が
数

ぇ

野

分
げ
で
、
殴
の
時
の
白
粥
え
で
追
l
つ
か
げ
だ
ど
さ
。
ず
う
っ
と
ど

ご
蜜
で
も
追
っ
か
げ
り
だ
ど
。

盈
ど

丸

亭
主
あ
、
ど
ご
さ
逃
げ
だ
ら
良
が
ん
ペ
な
ど
思
っ
て
∵
う
ん
と

息

党
－
せ
だ
、
愛
せ
だ
、
愛
せ
だ
揚
句
、
川
場
紅
笛
鞘
ど
誌
う
ん
と
お

が
っ
て
だ
（
学
兄
て
い
た
）
が
ら
、
そ
ご
さ
逃
げ
込
ん
だ
ど
ご
ろ
が
、

や
嘘
ほ
ほ

山
姥
あ
、

へ

「
ほ
に
さ
な
、
こ
の
申
さ
入
ん
ね
は
、
こ
の
男
食
っ
駁
す
ど
も
、

か
ば
ね
と

こ
の
申
さ
入
れ
ば
、
お
れ
藤
捧
げ
で
サ
む
し
、
略
せ
ノ
じ
え
」
て
、

と
ど

山
さ
炭
っ
て
っ
た
ん
だ
ど
さ
¢
を
の
う
ぢ
紅
亭
主
あ
蓬
の
申
が
ら

丸

出
は
っ
て
発
て
が
ら
、
太
り
き
な
息
つ
い
で
、
．
あ
れ
家
さ
行
っ
た

ど心ふ。

命
・
な
▲
ぴ
ね

そ
の
日
ほ
五
月
四
日
だ
っ
た
ど
竹
芝
月
の
凝
旬
に
畏
敬
攻
さ
笛

鞘
ど
蓬
さ
す
の
ほ
、
を
の
波
除
げ
の
た
め
な
ん
だ
ど
さ
。
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物語の雷き替え・‥物語55の場合 資料③

毛蟹初稿本（池上隆祐氏旧戯） 初版（衆精堂、1910年）容

かダブど 声lタ／ヂ

五十五、川には河童多く住む蟻ケ石川殊に多

し松崎村の川端の家にて二代追つゞけて河童 夏至。諾造語冨荒孟孟簑≡呈：警芸雷望芸旨
の子を歩みたる番卒り生れし子は斬り刻みて

一升将にÅれ土中に埋めたり形極めて賎しき
ニヒf18リ

ものなりき女の宅ミの盟は新張柑の文政糾鳩誌

ハブ キ

て河童の子を革みたる者ありb生れし子は噺

り務みて三等ぎ‰こÅれ土F托縫込たり。其
勉めて醜絃なるものなりき。女の黎の盟は
－ヒサl

の家なり共立人Åに其始議を語れり彼の家－．

同戎日畠に行きて夕方帰らんとするに女川の

＿いジ

警慧賢≡墓誌言表孟雷㌢芸ミ慧芸慧芸ヱ表芸おト

汀に凝りてにこ／＼と紫へり次の日の盛終に

も同じことなりかくするヱと日を惑ぬしに英

る日畠に行きて夕方に帰らんとするに、女川

の好む式凱てにこタ、と箕ひてあり。次の日・L／

琴互豊臣女の許に村の某とも頂ノS、者通。S、ともヽふ噂た

ヒ‡

をま窓の終に亦此召£あり。斯くすること日を韮

てり始は望力憾へ駄賃附に行きたる留守を窺

ひしか後には蟄とぬたる夜さへ来るなり河童

なるべしとも頂ふ静高宅なりたれは一族幾りて

之を守れとも何の甲斐も無く蟹の潜も行きて

ぬたりしに、次第に其女の所へ村の何某と云

ふ者窟謁ふと云ふ馳ちたり。始には蟄が
濱のか姦諒絡に行紙る男声を紬窺批
りしが、後に邑ま壷と姦たる夜さへ凍るやうに

奴の番付に宿りしに深夜巽東の箕ふ声を琵日きさ なれり¢河童なるべしと云ふ評判段〃高くな

てを怠発てありと知りながら身勒きもかなはず

Å々鮒野ともすべきやうなかりき英姦をま棲め

りたれば、一族の賓簸りて之を守れども何の

甲斐も無く、蟹の駒行きて幾ぷ払こ姦たり
て発産なりしに或潜め日く属将に承をたゝへ しに、探夜にその癖の貿ふ饗を閃きて、さて

累申にて澄渡ば安からんとのことに乏を試み は発てありと知りながら身動きもかなはず、

たれば果して然りき英子は手に水掻あり此女

の・位も亦曽て河童の子をうめりと云ふ二代や

Å々薮㍍何にともすべきやうなかりき。共産は

極めて寛遮なりしが、或者の言ふにもま、薦磁
三代の因緻にては無しともうふ者もあり鹿家も に永をたゝ孤て巽中にて澄まば安く産まるベ

如法の姦家にてi白濃描娩凝といふ士族なり村 しとのことにて、之を試鮨れば果して共通
愈随員をしたることもあり りなりき。その子は事に汝掻あり。此奴の母

＝なし」のrしjを消し、「かりきjに磯 も亦曾て河童の子を産みしことありと云ふ。

め、r産めば」のrめjを消し、rま」に故 二代や三代の因添にをま非ずと富ふ者もあり。

める） 此家も如法の豪家にて耶脚皿収と云ふ士族

なり◎村像法戯をしたることもあり。

（r者jr帰j「発jr産jr発jr添」は

旧漠寧）

番澄替え…①来鯨に行う¢特に「00000

Ojとする。②片仮名で凝り仮名を大晦につ

ける¢

【
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r伽0朋0〟OG月mガ タ 資料④

to sleep，the mother goddess pどOmised to her daug如ers払at she

wouはgivethemosもbeautま鮎まmountぬtotheonewhowouはかem

払e sweetest du血g the night・Then，1ate at midnigbt，heavenly

幻oweぎSCamedownnoatingまn払eairontothebosomor払e‾eはes七

sisteど．Theyou喝eStOne，11aVingawokeandstoまenti－enOⅥ′erSeCretly，

putituponherbosom，andthusshewasgiventhemostbeau仇1

mountainHayachine・The2sistersⅥ′ereglVen鮎kkous山and‡s山一

gamま・‡nthまsway，eaChyoungsis加汀gOddesscame totakeposses－

sion oぎherownmountaれandruまeoverまt．So紘ewomeninT8no

aretoldnottogoup払is喜子ayaci血eぎor紬aroぎhe£jealousyevento－
day．

3‡n the depth oぎamountain，蝕eyeiivesaw臼d・man・Åman
＼

れameかSasaki監誠e主，mOre蝕anフOyearsold，is s七日1al如atW弧O

in the village oぎTochまnai．W鮎1ehewasyoung，hewen‖lun血gin

the deptliOぎamounもain oneぬy，andheぎoundabeautiRま1voman

COmbing壬Ierまongbもack壬Iairupon
a rock．S壬IeWaSVeⅣねir．Boまd

and一ぎearless，1ュeraisedhまsgun，aimedatherandthemomenthe熊red

thegun，thewoman托Iidown．鼠unnlnglユptO‡leど，heぎound血eⅦaS

ra払erta11，andherblackllaまruntiedwasmuchまongeァthanher圭Ieまかt．
臼ecutalockぎromぬerheadasa紬k紺．Soo‡1払ebeganモOgOhome－

Ward如払theまockinhまsbosom，buも0約thewayhe飴lも、も00Sleepy

to bear anyl∞gerandぎor．so王Ⅵehourshe s旦epもSOmeⅦhereまn tlle

Shade．凱t wi－ま1e‡leWaS払alrasleep andhalぎawake，ithappened

払ataman asね1まas払e woman払ehad s壬10もcame approaching始

ま血and putilまs圭一andまn紬ilisbosom and ran away w・ま払theまock

ileilad kept。Åt払atmomen七heⅥ′aSWまdeawake．“閑emusもh去ve

beenawiは－manまnthemounta払”，Saはtheoidman．

亀 ‡n the vま㍊age oぎYama糾C払i，紘e maste㌻0デモbe house ca11ed

鮎c如beiwent upまnto t壬IemOuntain named Nekkodac如．Å托er

having cut dwarトbamboos払ere，he packed theminto a bundle

andⅥ′itil払ebund呈eonhisback，弘ewasgoま幻gモOSモandup，Wilenhe

heard the wトind rustぬgove㌢払e dwarトbamboo thicket．門eれ汀ned

tosee。ÅyoungⅦOmanWまthababyonheぎbackcamewa駄まngover

－356－



資
料
⑤

中三

因
循
一
挙
期
末
テ
ス
ト
（
石
井
七
〇
点
滴
点
）

て
次
の
文
率
亀
統
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
き
い
．
〓
六
点
）

三

山
々
の
奥
に
は
山
人
住
め
り
．
栂
内
村
和
好
の
佐
々
木
爵
兵
衛
と
い
ふ
人
は
①
今
も
七
十
余
に
て
生
存

せ
り
．
こ
の
‥
常
習
か
り
し
畷
蝋
を
し
て
山
奥
に
入
り
し
に
、
は
る
か
な
る
磐
の
上
に
発
し
き
女
一
人
あ
り
て
、

●圭一一一－－．

’
ク

濃
密
壷
を
硫
り
て
ゐ
た
り
。
潰
の
色
督
l
ま
め
て
自
し
。
②
不
敵
の
男
な
れ
ば
直
に
餞
を
発
し
向
け
て
打
ち

放
せ
し
に
弾
に
応
じ
て
倒
れ
た
り
．
そ
こ
に
馳
け
付
け
て
③
見
れ
ば
、
身
の
た
け
苗
脅
女
に
て
、
解
蟄
た
る

i

養
ほ
細
た
そ
の
た
け
よ
り
も
濃
か
り
督
。
後
の
晶
に
せ
ば
や
と
息
ひ
で
そ
の
袈
を
い
さ
書
か
切
り
取
り
、

こ
れ
を
緒
ぬ
て
髄
に
入
れ
、
や
が
て
家
路
に
向
か
ひ
し
に
、
時
の
穣
に
て
酎
へ
が
た
く
駿
眠
を
機
し
け
れ
ば
、

壬．ヽ

し
ば
ら
く
物
薩
に
立
ち
寄
り
で
ま
ど
ろ
み
た
り
．
そ
の
間
夢
と
b
現
と
の
牧
の
や
う
な
る
時
に
、
こ
れ
も
虎

の
溶
き
男
一
人
近
よ
り
て
懐
中
に
拳
を
差
し
入
れ
、
か
の
絹
ぬ
た
る
亀
裂
敦
取
り
返
し
立
ち
去
る
と
見
れ
ば

た
ち
ま
ち
隆
り
は
覚
め
た
り
・
［
〓
＝
〕
な
る
ペ
し
と
い
ヘ
リ
・

問エ

～
～
～
線
部
a
・
b
の
統
み
方
を
答
え
な
さ
い
。
へ
2
点
）

問孟

－

ふ
林
部
①
の
叙
述
は
、
こ
の
物
謂
の
申
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
。
（
3
点
）

問3

－

線
部
②
の
よ
う
な
叙
竣
が
、
こ
こ
に
必
要
な
の
は
な
ぜ
か
．
（
3
点
）

間4

t
t
－
・
－
－
－
療
部
⑨
の
括
用
形
は
何
形
か
．
撰
字
で
答
え
な
書
い
．
（
2
点
）

間5

重
機
に
入
る
最
も
適
当
な
膏
薬
を
、
次
の
ア
～
オ
の
申
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
き
い
。
（
2
点
）

ア
山
人

イ
山
女
り
山
男
工
佐
々
・
不
爵
兵
衛
オ
異
教

問6

こ
の
物
騒
の
申
か
ら
、
次
の
A
∵
二
B
の
助
数
詞
を
見
付
け
、
ぞ
の
数
を
算
用
数
学
で
答
え
な
さ
い
．
そ

の
解
、
梧
用
し
て
い
る
こ
と
に
娃
窓
す
る
こ
と
。
（
4
点
）

A
過
去
の
潜
味
を
表
す
r
督
し
B
寄
鍋
（
完
了
）
を
表
す
「
た
リ
レ
と
r
リ
ー

こ
、
次
の
波
密
教
統
ん
で
、
級
の
問
い
に
答
え
な
書
い
。
（
一
四
点
）

（
！
）
孫
左
衛
門
が
家
に
て
は
、
あ
る
日
梨
の
永
の
め
ぐ
り
に
見
馴
れ
ぬ
聾
の
あ
ま
た
生
え
た
る
を
、
食
は
ん

か
食
ふ
ま
じ
き
か
と
男
衆
の
押
賎
し
て
あ
る
を
間
昏
て
、
趣
致
の
代
の
孫
左
衛
門
、
食
は
ぬ
が
よ
し
と
刺
し

后n計r－ケ

た
れ
ど
も
、
下
男
の
一
人
が
い
ふ
に
は
、
い
か
な
る
賓
に
て
も
水
桶
の
申
に
入
れ
て
苧
恕
を
も
ち
て
よ
く
か

牽
施
し
て
飽
食
へ
ば
け
つ
し
て
あ
た
る
こ
と
な
し
と
て
、
一
同
こ
の
普
に
従
ひ
率
円
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
食

ひ
た
り
．
七
磯
の
女
の
児
捻
そ
の
日
外
に
出
で
て
遊
び
に
気
を
取
ら
れ
、
昼
飯
を
食
ひ
に
帰
る
こ
と
を
忘
れ

し
た
め
に
助
か
り
た
り
。
不
審
の
立
入
の
死
去
に
て
人
々
の
助
転
し
て
あ
る
間
に
、
避
脅
近
整
親
頗
の
人
々
、

あ
る
ひ
は
生
約
に
貸
し
あ
り
と
い
ひ
、
あ
る
ひ
は
約
束
あ
り
と
称
し
て
、
家
の
貸
財
は
味
噌
の
頗
ま
で
も
取

り
去
り
し
か
ば
、
こ
の
柑
澄
分
の
濃
密
な
り
し
か
ど
も
、
一
朝
に
し
て
跡
方
も
な
く
な
り
た
り
．

（
ぷ
）
ザ
シ
キ
ワ
う
シ
ま
た
女
の
児
な
る
こ
と
あ
り
．
同
じ
山
口
な
る
旧
家
に
て
山
口
孫
左
衛
門
と
い
ふ
優
に

ほ
、
蕊
女
の
神
二
人
い
ま
鰐
と
い
ふ
。
と
を
久
し
く
苛
ひ
伝
へ
た
り
し
が
、
ふ
賃
率
同
じ
柑
の
何
其
と
い

ふ
男
、
町
よ
り
帰
る
と
て
囁
堵
の
楕
の
ほ
と
り
に
て
見
馴
れ
ざ
る
二
人
の
よ
昏
娘
に
途
ヘ
リ
．
物
思
は
し
督

磯
子
に
て
こ
ち
ら
へ
腐
る
．
お
前
た
ち
は
ど
こ
か
ら
裁
た
と
問
へ
ば
、
お
ら
山
口
の
孫
左
衛
門
が
処
か
ら
釆

た
と
答
ふ
．
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
く
の
か
と
聞
け
ば
、
そ
れ
の
村
の
何
其
が
家
に
と
答
ふ
．
そ
の
何
其
ほ
や

や
離
れ
た
る
柑
に
て
、
今
も
立
弼
に
寄
ら
せ
る
蔵
腱
な
り
．
さ
て
は
孫
左
衛
門
が
世
も
東
だ
な
と
思
ひ
し
が
、

そ
れ
よ
り
久
か
ら
ず
し
て
、
こ
の
家
の
主
従
こ
十
醜
人
、
聾
の
轡
に
あ
た
り
て
一
日
の
う
ち
に
死
に
絶
え
、

七
頗
の
女
の
子
一
人
を
残
せ
し
が
、
そ
の
女
も
ま
た
年
老
い
て
子
な
く
、
近
き
頃
病
み
て
失
せ
た
り
．

（
Ⅲ
）
右
の
孫
姦
門
ほ
村
に
は
珍
し
き
学
者
に
て
、
常
に
京
都
よ
り
和
沸
の
審
を
取
り
寄
せ
て
餅
み
耽
り
た

り
．
少
し
変
人
と
い
ふ
方
な
り
蟄
。
弧
と
親
し
く
な
り
て
衆
を
圏
濠
す
綺
を
椅
ん
と
恩
ひ
立
ち
、
ま
づ
魔
の

．
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申
に
稲
荷
の
網
を
藤
て
、
自
身
京
に
上
り
て
正
－
位
の
神
階
を
賭
け
て
帰
り
、
ぞ
れ
よ
り
は
日
々
一
枚
の
拍

級
数
欠
か
す
こ
と
な
く
、
争
づ
か
ら
社
現
に
供
へ
て
搾
を
な
せ
し
に
、
後
に
は
狐
馴
れ
て
近
づ
け
ど
も
逃
げ

ず
．
亭
を
延
ば
し
て
そ
の
嘗
を
抑
へ
な
ど
し
た
り
と
い
ふ
。
柑
に
あ
り
し
薬
師
の
盤
守
ほ
、
わ
が
仏
梯
は
何

物
を
も
朗
へ
ぎ
れ
ど
も
、
孫
左
衛
門
の
神
域
よ
り
は
御
利
益
あ
り
と
、
た
び
た
び
の
衆
ひ
ご
と
に
し
た
り
と

な‥リ．

（Ⅳ）この兇変の前にほいろいろRUあり鷲驚こ蟄苅り警を鮎が出すとて三ツ歯の

緻
に
て
掻
督
患
ほ
せ
し
に
、
大
な
る
餓
を
見
出
し
た
り
．
こ
れ
も
駿
す
な
と
主
人
が
刺
せ
し
包
も
囁
か
ず
し

て
打
ち
親
し
た
り
し
に
、
ぞ
の
跡
よ
り
蹄
の
下
に
い
く
ら
と
も
な
哲
郎
あ
り
て
、
う
ご
め
き
い
で
た
る
を
、

男
ど
も
お
も
し
ろ
半
分
に
ご
と
ご
と
く
こ
れ
を
毅
し
た
り
。
さ
て
取
り
緒
つ
ペ
き
所
も
な
け
れ
ば
、
腰
激
の

点
り
い
か

外
に
穴
を
細
り
て
こ
れ
を
磯
め
、
蛾
壕
を
作
る
．
そ
の
舵
は
密
に
何
符
と
も
な
く
あ
り
た
り
と
い
ヘ
リ
。

開 閉 問
3 2 1

（
Ⅰ
）
～
（
Ⅳ
）
を
正
し
い
硯
序
に
並
べ
な
さ
い
や
（
2
点
）

i級部のようにしたのはなぜか。（3点）

蜜
機
に
入
る
最
も
堰
当
な
膏
薬
を
、
次
の
ア
～
オ
の
申
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
老
い
。
（
2
点
）

ア
予
雷
イ
蓼
放
り
怪
異
三
番
件
オ
前
兆

357

問4

こ
の
山
口
孫
左
衛
門
と
い
う
嫁
が
投
捲
し
た
理
由
を
、
「
下
男
（
男
）
し
と
い
う
膏
薬
を
依
っ
て
鋭
明

し
な
奮
い
。
（
3
点
）

間5

問
題
文
の
物
騒
（
出
典
は
r
遜
野
物
濁
し
）
の
詣
り
争
と
審
き
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
畷
字
で
番
え
な
奮
い
．

（
4
点
）

三
、
次
の
文
牽
を
統
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
書
い
。
（
一
五
点
）

月
日
は
育
代
の
適
客
に
し
て
、
行
蟄
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
．
①
舟
の
上
に
生
鑑
を
浮
か
べ
、
馬
の
口
と

ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ
る
督
l
蕊
、
日
々
旅
に
し
て
旅
を
す
み
か
と
す
．
古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。
予
も

い
づ
れ
の
年
よ
り
か
、
片
零
の
風
に
竜
ぞ
は
れ
て
、
滞
泊
の
恩
ひ
や
ま
ず
、
海
浜
に
さ
す
ら
へ
、
②
こ
ぞ
の

秋
、
江
上
の
敏
感
に
蜘
幾
の
衰
を
は
ら
ひ
て
、
や
や
年
も
潜
れ
、
③
春
立
て
る
霞
の
空
に
白
河
の
問
題
え

ん
と
、
④
そ
ぞ
ろ
神
の
物
に
つ
き
て
心
を
く
る
ほ
せ
、
道
祖
神
の
紹
昏
に
あ
ひ
て
取
る
も
の
手
に
つ
か
ず
、

⑤
股
引
の
散
れ
を
つ
づ
り
、
生
の
緒
付
け
か
へ
て
、
三
選
に
灸
す
う
る
⑥
よ
り
、
松
島
の
月
蒙
づ
心
に
か
か

り
て
、
⑦
住
め
る
か
た
は
人
に
鱗
り
、
杉
風
が
別
壁
に
移
る
に
、

翠
の
声
も
住
み
督
l
ま
る
代
ぞ
撥
の
家

裁
八
旬
を
魔
の
柱
に
懸
け
繍
温
く
．




